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史
料
紹
介
「
島
津
斉
宣
極
内
密
用
留
」
　
─
島
津
重
豪
従
三
位
昇
進
一
件
─

　
　
　
　
　
　
崎
　
山
　
健
　
文

　
は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
先
に
拙
稿
「
島
津
重
豪
従
三
位
昇
進
に
み
る
島
津
斉
宣
と
御
台
所
茂

姫
」（
鈴
木
彰
・
林
匡
編
『
島
津
重
豪
と
薩
摩
の
学
問
・
文
化
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）

の
中
で
、
島
津
斉
宣
が
、
隠
居
後
も
縁
戚
関
係
を
軸
に
幕
閣
や
江
戸
城
大
奥
と
緊
密

な
関
係
を
築
き
、
こ
れ
を
も
と
に
重
豪
の
従
三
位
昇
進
を
実
現
し
た
こ
と
を
紹
介
し

た
。
そ
の
際
、
大
部
分
を
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
島
津
斉
宣
極
内
密
用
留
」

（
詳
細
は
後
述
）
に
依
拠
し
論
を
構
成
し
た
が
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
一
部
分
を

抜
粋
し
た
形
を
と
り
、
史
料
紹
介
と
し
て
は
不
充
分
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
こ
れ
を
補

う
た
め
の
史
料
紹
介
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
史
料
は
次
章
に
示
す
と
お
り
分
量
が
多

く
、
こ
こ
で
そ
の
全
体
を
翻
刻
紹
介
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
重
豪
従
三
位
昇

進
運
動
に
関
す
る
記
録
・
茂
姫
宛
斉
宣
書
状
下
書
の
み
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
章
　
史
料
の
概
要

　

当
該
史
料
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
述
の
拙
稿
に
て
概
要
を
述
べ
て
お
り
、
重
言

に
な
る
が
、
こ
こ
で
も
そ
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
て
お
く
。

　

当
該
史
料
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
島
津
家
文
書
、
新
長
持
中
の
、「
斉

彬
公
御
預　

斉
宣
公
極
御
内
密
御
用
留　

御
封
之
侭
可
致
虫
干
置
候
」
と
箱
書
き
さ

れ
た
箱
中
に
あ
り
、
中
に
は
当
初
以
下
十
四
点
が
収
め
ら
れ
て
い
た（

１
）。

①　

極
内
用
留
（
文
政
二
年
二
月
二
十
三
日
～
十
月
十
八
日　

袋
綴
冊
子　

七
十
五
丁
）

②　

極
内
用
留
（
文
政
二
年
十
月
二
十
一
日
～
十
二
月
二
十
五
日　

袋
綴
冊
子　

二
十
一
丁
）

③　

極
内
用
留
（
文
政
三
年
正
月
～
十
二
月
二
十
二
日　

袋
綴
冊
子　

一
五
七
丁
）

④　

極
内
用
直
留
（
文
政
三
年
十
二
月
二
十
六
日
～
八
年
二
月
十
六
日　

横
帳　

二
四
四
丁
）

⑤　

極
内
密
之
儀
覚
留
（
文
政
六
年
十
二
月
二
十
八
日
～
七
年
九
月
二
十
五
日　

横
帳　

七
十
二
丁
）

⑥　

極
内
密
用
留
二
（
文
政
七
年
十
月
十
八
日
～
八
年
七
月
十
一
日　

横
帳　

五
十
六
丁
）

⑦　

内
用
留
（
文
政
八
年
二
月
二
十
日
～
十
一
年
二
月
二
十
八
日　

横
帳　

一
六
九
丁
）

⑧　

御
直
請
御
直
申
上
之
下
書
留
一
（
文
政
八
年
十
一
月
朔
日
～
九
年
六
月
十
二
日　

袋
綴
冊
子
一
三
九
丁
）

⑨　

御
請
申
上
之
下
書
留
二
（
文
政
九
年
六
月
十
六
日
～
十
二
月
二
十
七
日　

袋
綴
冊
子　

八
十
六
丁
）

⑩　

御
直
請
御
直
申
上
之
下
書
留
三
（
文
政
十
年
正
月
三
日
～
十
二
月
二
十
七
日　

袋
綴
冊
子　

七
十
八
丁
）

⑪　

御
直
請
御
直
申
上
之
下
書
（
文
政
十
一
年
正
月
三
日
～
十
二
月
二
十
五
日　

袋
綴
冊
子　

八
十
八
丁
）

⑫　

御
直
請
御
直
申
上
之
下
書
（
文
政
十
二
年
正
月
三
日
～
十
三
年
十
二
月　

日　

袋
綴
冊
子　

一
二
九
丁
）

⑬　

御
城
御
直
申
上
下
留
（
天
保
十
年
正
月
元
日
～
十
二
年
九
月
二
十
一
日　

袋
綴
冊
子　

五
十
九
丁
）

⑭　

種
子
島
六
郎
通
達
書
（
弘
化
四
年
三
月
六
日
）

　

こ
の
う
ち
①
～
⑦
は
、
斉
宣
の
極
内
密
の
用
向
き
に
つ
い
て
、
い
つ
誰
と
ど
の
よ

う
な
や
り
と
り
を
交
わ
し
た
か
が
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
⑧
～
⑬
は
斉
宣
か
ら
茂

姫
（
寔
子
・
広
大
院
）
へ
差
し
出
さ
れ
た
書
状
の
下
書
留
で
あ
る
。
茂
姫
は
斉
宣
の

実
姉
で
あ
る
が
、
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
御
台
所
と
な
り
、
五
十
年
余
り
江
戸
城

大
奥
の
主
で
あ
っ
た
。
二
人
は
書
状
を
通
じ
頻
繁
に
極
内
密
の
や
り
取
り
を
し
て
い

た
。
斉
宣
は
こ
れ
に
よ
り
江
戸
城
の
情
報
を
入
手
し
、
時
に
は
茂
姫
と
連
携
を
取
り
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な
が
ら
島
津
家
の
利
益
実
現
を
目
指
し
た
。
一
方
、
茂
姫
は
縁
戚
を
含
む
島
津
家
の

情
報
・
斉
宣
の
知
り
得
た
表
向
き
の
情
報
等
を
入
手
し
、
時
に
は
大
奥
の
人
間
関
係

の
悩
み
を
伝
え
、
斉
宣
を
通
じ
て
祈
禱
さ
せ
る
等
し
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
跡
は

大
き
く
①
、
②
～
⑦
、
⑧
～
⑬
の
三
種
類
に
分
類
で
き
る
が
、
そ
の
中
に
も
異
な
る

筆
跡
が
混
ざ
っ
て
お
り
、
斉
宣
の
真
筆
が
あ
る
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か

し
、
誤
脱
は
少
な
く
、
そ
の
内
容
や
後
述
す
る
伝
来
を
鑑
み
て
も
、
少
な
く
と
も
斉

宣
の
側
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
①

～
⑬
を
便
宜
的
に
「
島
津
斉
宣
極
内
密
用
留
」
と
呼
ぶ
。

　

次
に
史
料
の
伝
来
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
箱
中
に
は
先
の
十
四
点
の
他
に
、
後

に
以
下
二
点
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

⑮　

平
田
宗
高
覚
書
（
明
治
二
十
一
年
十
月
二
十
日
）

⑯　

一
位
様
（
茂
姫
）
よ
り
大
慈
院
様
（
斉
宣
）
江
被
進
候
御
直
文
入
附
目
録
（
天
保

十
三
年
七
月
二
十
八
日
）

⑭
と
⑮
は
、
以
下
の
内
容
で
あ
る
。

（
史
料
⑭
）　

　
　
　

覚

　
　

斉
宣
公
極
御
内
用
留
一
箱

　
　

右
者
従

　
　

斉
彬
公
御
預
被
仰
付
候
条
、
至
後
年
麁
抹
無
之
様
可
被
取
計
候
、
以
上
、

　
　
　

弘
化
四
年

　
　
　
　

未
三
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

種（
時
昉
・
斉
彬
側
役
）

子
島
六
郎

　
　
　
　
　

御
記
録
奉
行

（
史
料
⑮
）

　
　
　
　

記

　
　

文
政
二
年
卯
二
月
廿
三
日
ヨ
リ
同
三
年
辰
十
二
月
迄

　
　

一
極
内
用
留　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
冊

　
　

文
政
四
年
正
月
ヨ
リ
同
八
年
迄

　
　

一
右
同　
　

但
小
横
折
帳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
冊

　
　
　
　
　
　
　

以
上
壱
封

　
　

文
政
八
年
酉
十
一
月
ヨ
リ
同
十
三
年
十
二
月
迄

　
　

一
御
直
請
御
直
申
上
之
下
書
留
ト
題
書
有
之
小
横
折
帳　
　

五
冊

　
　

天
保
十
年
亥
正
月
元
日
ヨ
リ

　
　

一
御
城
御
直
申
上
下
留
ト
題
書
有
之
小
横
折
帳　
　
　
　
　

壱
冊

　
　
　
　
　
　
　

以
上
壱
封

　
　

右
ハ

　
　

斉
彬
公
御
預
り

　
　

斉
宣
公
極
御
内
密
御
用
留
ニ
而
、　

御
封
之
侭
可
致
虫
干
置
候
旨
被
記
置
候
付
、

　
　

斉
宣
公
御
家
譜
編
集
ニ
付
、
明
治
廿
一
年
十
月
廿
日
其
段
相
伺
候
處
、
於

　
　

御
前
御
開
封
之
上
被
相
下
候
付
、
相
改
候
處
、
前
記
之
通
り
候
間
、
以
後
為
心

　
　

得
此
段
致
記
載
置
候
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
家
譜
編
集
掛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
田
宗
高
存
ス

⑭
に
よ
れ
ば
、「
島
津
斉
宣
極
内
密
用
留
」
は
、
天
保
十
二
年
の
斉
宣
の
死
後
、
途

中
藩
主
斉
興
の
目
に
触
れ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
孫
斉
彬
の
手
許
に
渡
り
、
弘

化
四
年
か
ら
国
許
の
記
録
所
で
保
管
さ
れ
て
い
た
。
斉
彬
は
こ
の
時
世
子
の
身
で

あ
っ
た
が
、
琉
球
外
交
処
理
問
題
の
た
め
前
年
七
月
よ
り
在
国
し
、
記
録
所
に
保
管

を
命
じ
た
直
後
の
三
月
十
五
日
、
江
戸
に
向
け
て
出
立
し
て
い
る（

２
）。

⑮
か
ら
は
、
そ
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の
後
虫
干
し
の
際
も
開
封
し
な
い
厳
重
な
管
理
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
明
治
二
十
一

年
十
月
二
十
日
に
御
家
譜
編
集
掛
平
田
宗
高
の
願
い
に
よ
り
開
封
さ
れ
、
中
身
が

改
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
平
田
は
同
年
四
月
よ
り
「
重
豪
譜
」
迄
で
途
絶
え

て
い
た
家
譜
編
纂
の
再
開
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
最
初
に
編
纂
が
開
始
さ
れ
た
の

が
「
斉
宣
譜
」
で
あ
り
、
平
田
没
（
明
治
二
十
九
年
）
後
の
明
治
三
十
四
年
に
は
表

装
を
待
つ
の
み
の
状
態
に
整
っ
て
い
た（

３
）。
完
成
し
た
「
斉
宣
譜
」（「
島
津
氏
世
録
系

図
正
統　

二
六
代
斉
宣
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）
全
八
十
四
冊
の
う
ち
二
十
二
～

八
十
巻
は
、
同
じ
く
島
津
家
文
書
新
長
持
中
の
斉
宣
宛
茂
姫
書
状
（
文
政
二
～
八
年
）

四
十
九
点
と
「
島
津
斉
宣
極
内
密
用
留
」
を
編
年
で
再
編
、
臨
書
し
た
も
の
で
あ
り

（
一
部
他
の
史
料
も
含
む
）、
隠
居
後
の
斉
宣
の
姿
の
大
半
は
こ
の
史
料
を
も
っ
て
記

さ
れ
て
い
る
。
猶
、
こ
の
茂
姫
書
状
の
目
録
が
史
料
⑯
で
あ
り
、「
斉
宣
譜
」
編
纂

の
際
、
便
宜
上
こ
こ
に
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
章
　
史
料
の
内
容

　

本
翻
刻
の
主
な
内
容
は
、
島
津
重
豪
従
三
位
昇
進
に
関
す
る
記
述
で
あ
り
、
こ
れ

に
関
し
て
は
先
述
の
拙
稿
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
島
津
斉

宣
極
内
密
用
留
」
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
れ
以
外
の
案
件
も
多
く
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
本
翻
刻
中
に
顕
れ
る
他
の
案
件
の
中
か
ら
二
件
紹
介
す
る
。

　
第
一
節
　
奥
医
師
と
の
関
係

　

三
章
⑨
－
２
号
文
書
、
⑩
－
１
・
３
号
文
書
に
、
堀
本
一
甫
に
関
す
る
記
述
が
見

ら
れ
る
。
堀
本
家
は
代
々
奥
医
師
を
務
め
た（

４
）。
一
甫
が
堀
本
家
の
誰
に
比
定
さ
れ
る

か
確
証
を
得
な
い
が
、
内
容
か
ら
、
斉
宣
の
極
内
用
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
斉
宣
と
一
橋
治
済
と
の
間
の
極
内
々
の
意
志
の
や
り
と
り

に
は
同
人
が
介
在
し
て
い
る
（
⑩
－
１
）。
ま
た
一
甫
が
病
に
倒
れ
た
後
の
人
選
で

は
桂
川
甫
筑
の
名
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
茂
姫
よ
り
の
提
案
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
奥
医
師
を
介
し
た
斉
宣
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
茂
姫
も
共
有
す
る
よ
う
な
形

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
斉
宣
は
茂
姫
に
対
し
、「
甫
筑
が
御
沙
汰
を
も

ら
す
よ
う
で
は
困
る
。
酒
席
で
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
確
か
め
て
み
る
」
と
い
っ
た
回

答
を
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
極
内
用
の
案
件
を
取
り
次
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
（
⑩
－
３
）。
本
稿
中
に
は
登
場
し
な
い
が
、
山
崎
宗
運
・
河
村
宗
澹

等
の
奥
医
師
の
名
も
見
え
、
同
様
の
役
割
を
担
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
節
　
茂
姫
の
祈
禱

　

⑫
－
７
号
文
書
に
「
三
河
嶋
参
り
申
候
」
と
あ
る
。
本
稿
中
に
は
紹
介
で
き
な

か
っ
た
が
、
⑨
の
う
ち
「
戌
（
文
政
九
年
）
十
二
月
七
日
御
直
申
上
之
下
書
」
に
、

「
此
僧
ハ
、
い
ま
た
急
度
ハ
不
申
上
候
へ
共
、
三
河
嶋
蜜ミ

ツ
ゴ
ン厳

院
と
申
寺
ニ
而
鑁ハ

ン
ス
イ随

と
申
者
七
十
餘
り
之
僧
ニ
而
、
高
野
山
之
内
ニ
而
も
宜
敷
僧
之
由
、
急
度
致

候
寺
を
持
候
を
き
ら
ひ
申
候
者
ニ
而
御
座
候
、」

と
あ
り
、
三
河
嶋
と
は
江
戸
三
河
嶋
蜜
厳
院
の
鑁ハ

ン
ス
イ随
を
差
す
。
斉
宣
は
こ
の
人
物
を

茂
姫
に
紹
介
し
、
茂
姫
は
斉
宣
を
介
し
て
「
三
河
嶋
」
に
種
々
祈
禱
を
依
頼
し
て
い

る
。
そ
の
内
容
は
、
自
身
や
重
豪
等
の
健
康
に
関
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
多
く
は
大

奥
で
の
人
間
関
係
と
い
っ
た
極
内
々
の
も
の
で
あ
る
。
特
に
「
町
印
」・「
瀧
印
」
に

対
す
る
呪
詛
的
な
祈
禱
の
依
頼
が
注
目
さ
れ
る
。
本
稿
で
も
⑫
－
１
・
４
号
文
書
に

「
町
印
」
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
特
に
⑫
－
４
で
は
「
あ
ざ
い
（
浅
井
、
詳
細
は
不

詳
）」
一
件
に
つ
き
、
斉
宣
の
「
町
印
」
に
対
す
る
厳
し
い
姿
勢
も
表
さ
れ
て
い
る
。

「
町
印
」・「
瀧
印
」
の
比
定
は
、
確
証
は
未
だ
得
ら
れ
な
い
が
、
内
容
か
ら
、
茂
姫
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付
の
奥
女
中
、
花
町
・
瀧
山
と
推
定
で
き
る
。
⑫
－
７
に
あ
る
「
花
丁
」
も
花
町
を

指
す
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
江
戸
城
大
奥
の
内
情
が
窺
え
る
史
料
で
あ

る
。

　

こ
の
他
に
も
、
斉
宣
が
、
一
族
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
諸
大
名
・
旗
本
の
内
願
の
仲

介
者
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
（
⑦
－
３（

５
））、
島
津
家
の
婚

姻
に
関
し
、
茂
姫
か
ら
将
軍
家
の
情
報
を
入
手
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
箇
所
（
⑫
－

７
）
等
、
注
目
す
べ
き
記
述
が
散
見
さ
れ
る
が
、
詳
細
を
知
る
に
は
「
島
津
斉
宣
極

内
密
用
留
」
全
体
の
解
読
が
必
要
で
あ
る
。　

三
章
　
翻
刻

　
　

例
言

一
本
稿
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
島
津
斉
宣
極
内
密
用
留
」
の
う
ち
、
島

津
重
豪
従
三
位
昇
進
一
件
に
関
連
す
る
部
分
の
み
を
抽
出
、
翻
刻
す
る
も
の
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
一
章
で
紹
介
し
た
⑦
・
⑨
～
⑫
の
う
ち
の
該
当
部
分
で
あ
り
、

本
稿
中
に
付
す
⑦
・
⑨
～
⑫
の
番
号
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
。

一
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
底
本
に
従
っ
た
が
、
一
部
当
用
漢
字
に
改
め
た
。

一
変
体
仮
名
は
普
通
の
仮
名
に
改
め
た
が
、
江
・
茂
・
者
・
与
な
ど
一
部
は
そ
の
ま

ま
用
い
た
。

一
平
出
・
欠
字
は
、
底
本
の
箇
所
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
た
め
、
本
稿
中
で
は
原

則
と
し
て
欠
字
に
統
一
し
た
。

一
適
宜
読
点
「
、」
及
び
並
列
点
「
・
」
を
付
し
た
。

一
編
者
註
は
（　

）
で
示
し
た
。

一
編
者
註
は
付
し
て
い
な
い
が
、「
高
輪
」
は
島
津
重
豪
、「
白
金
」
は
島
津
斉
宣
、

「
芝
」
は
島
津
斉
興
の
、「
神
門
」・「
神
田
橋
」
は
一
橋
治
済
の
本
人
又
は
居
宅

を
指
す
。
ま
た
、「
氷
川
」
は
森
山
り
さ
の
居
宅
を
指
す
。「
孝
」
は
未
詳
で
あ
る

が
、
内
容
か
ら
、
森
山
り
さ
・
妹
か
え
、
若
し
く
は
そ
の
周
辺
の
人
物
を
指
す
も

の
と
思
わ
れ
る
。（
森
山
家
に
関
し
て
は
、
先
述
の
拙
稿
を
参
照
の
こ
と
）

注（
１
）
山
本
博
文
編
『
島
津
家
文
書
目
録
Ⅲ
』（
受
託
研
究
「『
島
津
家
文
書
』
の
収
集
研
究
」

研
究
成
果
報
告
書
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照

（
２
）『
鹿
児
島
県
史
料　

斉
彬
公
史
料
一
』
八
〇
、
鹿
児
島
県
、
一
九
八
一
年
）

（
３
）
林
匡
「
史
料
紹
介
「
平
田
宗
高
手
記
」
と
「
御
家
譜
編
集
一
件
」」（『
黎
明
館
調
査
研

究
報
告
』
二
〇
集
、
二
〇
〇
七
年
）

（
４
）『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
二
十
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
六
年
）

（
５
）
⑦
－
３
に
は
、
片
桐
石
見
守
（
貞
信
、
大
和
小
泉
藩
主
）
の
大
坂
御
定
番
願
を
老
中

松
平
周
防
守
（
康
任
、
嫡
男
康
壽
の
正
室
は
斉
宣
女
）
が
引
き
受
け
、
う
ま
く
い
き
そ
う

で
あ
る
が
、
空
き
が
な
い
場
合
は
大
御
番
頭
と
あ
る
。
片
桐
は
、
同
年
三
月
十
五
日
よ
り

大
御
番
頭
に
就
い
て
い
る
。（『
大
日
本
近
世
史
料　

柳
栄
補
任
一
』
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
、
一
九
六
三
年
）
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⑦
「
内
用
留
」

１　

同（
文
政
九
年
）

十
月
六
日
、
先
達
儀（

一
橋
治
済
）

同
様
よ
り
御
内
々
土
岐
信（

朝
利
）濃

守
存
付
之
筋
を
以
高
輪
御

昇
進
之
事
高
輪
へ
申
上
、
芝
へ
も
申
上
候
ニ
付
、
近
衛
家
へ
相
願
候
様
ニ
と

申
事
故
、
六
日
ニ
早
川
千
竈
上
京
候
ニ
付
、
都（

近
衛
忠
煕
室
・
斉
宣
女
）

君
方
へ
直
書
ニ
而
猶
又
相
頼
ミ

遣
候
下
書
留
、
書
取
を
以
申
遣
候
、

書
取
を
以
申
上
候
、
此
節
儀
同
様
よ
り
極
御
内
々
に
て家

老
衆
土
岐
信
濃
守
存
付
之
筋
に
て

、
栄
翁
事
ハ

御
續
柄

ニ
も
有
之
、
其
上
老
年
ニ
も
罷
成
候

格
別
之
身
上

へ
者
、
三
位
昇
進
之
事
願
立
有
之
候
ハ
ヽ

可
宜
候
へ
共
、
一
先
近
衛
様
へ
内
願
申
上
、　

内（
近
衛
忠
煕
）

府
様　

御（
茂
姫
）臺

様
御
諸
共
ニ

公
邊
江
御
願
被　

仰
達
候
ハ
ヽ
、
儀
同
様
ニ
も
御
世
話
可
被
成
と
の
事
ニ
付
、

留
主
居
早
川
千
竈
事
上
京
申
付
、
内
願
之
義
同
人
口
上
を
可

（
以
脱
カ
）申

上
候
間
、
何
分

ニ
も
宜
敷
御
聞
済
被
成
下
、
内
願
成
就
仕
候
へ
ハ
、
外
聞
実
儀
對
国
家
候
て

之
面
目
不
過
之
候
間
、
依
之
何
卒
御
願
立
被
成
下
度
宜
敷
被
仰
上
被
下
度
相
願

申
候
、
此
旨
申
上
候
、
め
て
度
か
し
く
、

　
　

右
之
通
り
申
遣
候
、
木
村
方
へ
も
右
之
趣
ニ
而
申
遣
候
事
、

　
２　

文
政
九
年
十
一
月
中
比
、
土
岐
信（

朝
利
）濃

守
存
寄
と
て
、
高
輪
之
御
事
ハ
格
別
之
御

事
故
、
三
位
御
昇
進
有
之
候
て
ハ
如
何
、
京
都
之
方
取
拵
申
候
様
ニ
被
申
候
間
、

監（
町
田
久
視
）

物
よ
り
高
輪
へ
申
上
候
處
に
、
思
召
寄
も
無
之
、
是
ハ
芝
も
白
金
も
申
談
宜

敷
と
申
事
ニ
而
、
十
二
月
六
日
、
早
川
千
竈
致
上
京
、
近
衛
殿
方
江
申
入
候
處
、

む
つ
か
し
く
候
へ
共
、
彼
是
都
合
も
宜
敷
相
済
、
江
戸
よ
り
申
参
り
無
之
候
て

（
郁
）

ハ
被
成
か
ね
候
と
の
事
ニ
付
、
土
岐
信
濃
守
へ
千
竈
罷
越
申
入
置
候
、
其
後

両
三
度
罷
越
候
事
、

同
十
年
二
月
二
日
、
同
人
よ
り
千
竈
罷
出
候
様
ニ
申
参
り
候
間
、
罷
出
候
處
、

紀（
徳
川
斉
順
）

伊
殿
よ
り
も
御（

徳
川
治
寶
）

隠
居
一
位
を
御
願
被
成
候
へ
共
、
御
大
礼
差
支
候
間
、
御
願

之
通
り
ニ
ハ
不
相
成
と
の
事
、
右
故
無
拠
事
な
か
ら
此
方
も
同
様
に
不
相
成

と
の
事
、
尤
上
迄
ハ
通
り
候
て
吟
味
被
仰
付
候
へ
共
、
右
之
通
り
之
事
、
又
秋

ニ
も
相
成
候
ハ
ヽ
如
何
可
有
之
な
と
ゝ
被
申
候
由三

日
罷
出
、

申
出
、
従
是
直
高
輪
へ
も

可
申
上
様
ニ
被
仰
付
候
と
の
事
申
出
候
へ
共
、
其
儀
申
上
候
ハ
安
き
事
、
今

一
應
何
と
そ
と
土
岐
方
へ
申
度
候
間
、
見
合
候
様
、
猶
明
日
明
後
日
之
内
監
物

罷
出
候
様
申
談
度
、
少
々
存
寄
も
有
之
候
と
申
置
候
、

同
二
月
四
日
、
監
物
罷
出
候
間
、
於
廣
座
逢
申
候
ハ
、
千
竈
申
候
處
ハ
致
承

知
候
へ
共
、
最
初
土
岐
よ
り
出
来
候
様
ニ
申
、
京
都
之
方
を
取
拵
候
様
ニ
申
、

今
更
関
東
向
出
来
ぬ
と
申
候
て
ハ
、
京
都
へ
千
竈
遣
候
事
水
に
相
成
、
京
都

之
人

く
江
對
し
無
面
目
候
、
何
と
そ
秋
ニ
も
相
成
候
ハ
ヽ
御
願
被
成
下
候

様
、
若
此
儀
者
不
相
成
事
候
ハ
ヽ
、
高
輪
へ
格
別
之　

思
召
を
以
と
申
事
何
に

て
も
被
仰
付
候
様
、
先
當
時
芝
も
難
渋
故
高
輪
不
自
由
ニ
も
候
間
、　

思
召
を

以
、
老
後
之
楽
し
ミ
ニ
も
可
相
成
と
て
御
金
五
千
両
か
又
ハ
壱
万
両
か
之
内

拝
領
被
仰
付
候
へ
ハ
、
格
別
と
申
處
相
成
可
申
哉
、
又
其
上
ニ
ハ
、
芝
之
席

越
前
通
り
之
處
も
申
度
、
高
輪
よ
り
御
願
立
も
有
之
候
へ
と
も
不
相
済
、
夫
故

申
出
候
時
節
を
相
待
居
候
ヘ
ハ
、
是
か
其
通
り
ニ
相
成
候
へ
ハ
、
高
輪
ニ
而

も
御
歓
被
遊
候
御
事
と
存
申
候
間
、
致
相
談
候
、
芝
へ
も
申
上
、
又
千
竈
等

ニ
も
申
談
之
上
、
不
日
七
日
十
日
之
内
ニ
承
り
申
度
と
の
事
申
候
、
監
物
も
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同
意
之
由
申
候
、
又
神
門
へ
近
日
之
内
罷
出
候
間
、
藤
兵
衛
ニ
も
可
申
置
候
間
、

旁
致
相
談
候
と
申
置
候
、

同
六
日
、
神
門
へ
為
伺
御
機
嫌
罷
出
候
節
、
新
村
藤
兵
衛
へ
前
文
之
趣
相
咄
置

候
事
、
千
竈
を
以
八
日
土
岐
方
へ
書
取
差
出
候
由
申
出
候
事
、

　
３　

同（
文
政
十
一
年
）

二
月
廿
八
日
松
平
周（

康
任
）防

守
方
参
り
候
節
左
之
通
り

　

一
最（

一
橋
治
済
）

樹
院
様
御
霊
屋
御
成
就
之
上
ハ
、
御
在
世
中
御
懇
意
被
成
下
、
其
上
御
續
柄

も
有
之
、
旁
隠
居
ニ
ハ
候
へ
共
、
拝
礼
仕
度
致
相
談
候
所
、
至
極
可
宜
、
名

内
之
願
書
差
出
候
方
と
被
申
候
事
、
則
其
趣
環（

早
川
）へ

申
付
致
吟
味
候
所
、
留
主
中

ハ
名
内
之
事
故
其
通
り
ニ
申
出
候
間
、
高
輪
へ
も
申
上
候
事
、
其
上
ニ
而
願

書
之
案
文
も
申
上
候
事
、

　

一
嶋
津
又
吉
郎
願
之
事
も
申
候
處
、
京
極
上（

高
備
）総

介
・
堀
田
摂（

正
敦
）津

守
方
へ
申
候
様

ニ
と
被
申
候
事
、
主
計
方
ニ
も
御
咄
可
被
下
と
申
候
、

　

一
片
桐
石（

貞
信
）見

守
大
坂
御
定
番
願
引
受
宜
敷
、
外
両
人
程
有
之
候
へ
共
、
餘
り
不
宜

候但
御
定
番
明
き
無
之
候
ハ
ヽ
大
御
番
頭
と
申
事
申
置
候
事
、 

、
石
見
事
ハ
宜
敷
様
ニ
被
存
候
、
大
方
相
成
候
半
と
の
事
被
申
候
、

　

一
高
輪
三
位
御
昇
進
之
事
、
此
節
最
樹
院
様
御
贈
官
よ
り
事
起
候
て
、
於
新（

茂
姫
）御

殿

何
と
そ
と
被　

思
召
上
候
へ
共
、
當
分
ハ
被
成
兼
候
間
、
周
防
守
方
を
聞
合
候

上
ニ
而
御
願
立
可
被
成
と
の
事
申
候
所
、
水（

水
野
忠
成
）

出
羽
方
へ
直
書
ニ
而
可
申
遣
と

被
申
候
へ
共
、
是
ハ
先
見
合
候
様
ニ
と
申
事
故
申
出
兼
候
と
申
候
へ
ハ
、
周

防
守
よ
り
手
紙
ニ
而
土（

土
岐
朝
旨
）

豊
前
方
へ
申
遣
、
其
様
子
次
第
ニ
而
可
宜
と
被
申
候

事
、
其
趣
三
月
朔
日
御
城
江
も
申
上
候
事
、

⑨
　
「
御
請
申
上
之
下
書
留
二
」

１　

戌（
文
政
九
年
）
十
月（
マ
マ
）日
、
菊
花
折
花
献
上
之
御
直
申
上
之
下
書

乍
恐
申
上
奉
り
候
、
寒
冷
日
に
ま
し
相
成
候
へ
と
も
、
ま
つ

く　
上
々
様
か

た
ま
す

く
御
機
嫌
よ
く
な
ら
せ
ら
れ
、
御
め
て
た
く
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
扨

不
相
替
例
年
之
通
り
庭
前
之
菊
花
不
出
来
ニ
ハ
候
へ
共
奉
入　

御
覧
候
、
先

年
戴
き
候
時
と
ハ
花
も
少
々
相
替
り
候
も
有
之
候
、
御
慰
ミ
に
相
成
候
ヘ
ハ
難

有
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
此
旨
御
側
ま
て
、
め
て
度
か
し
く
、

又
申
上
候
、
儀（

一
橋
治
済
）

同
様
思
召
付
ニ
而
、
土
岐
信（

朝
利
）濃

守
存
付
之
筋
ニ
而
、
高
輪

へ
官
位
昇
進
之
御
願
有
之
候
ハ
ヽ
可
宜
、
當
時
ハ
格
別
之
御
身
柄
ニ
候
へ
ハ
、

御
願
立
も
有
之
候
ハ
ヽ
宜
敷
御
取
計
も
可
有
之
、
三
位
之
御
昇
進
之
御
事
故
、

神
門
へ
御
願
被
成
候
て
も
吟
味
も
む
つ
か
し
く
可
有
之
候
間
、
先
近
衛
様
へ
申

上
、
彼
方
よ
り
御
願
立
相
願
候
ハ
ヽ
、
御
取
計
も
被
成
安
く
と
申
事
を
、
先

達
高
輪
へ
申
聞
候
處
、
是
ハ
如
何
様
ニ
も
難
申
上
、
芝
へ
御
沙
汰
有
之
候
様

ニ
と
之
事
ニ
而
、
芝
へ
信
濃
守
よ
り
取
次
人
を
以
申
遣
候
と
て
私
ニ
も
承
り

申
候
、
此
節
留
主
居
早
川
千
竈
と
申
者
去
ル
六
日
ニ
發
足
上
京
仕
候
、
私
よ

り
も
都（

近
衛
忠
煕
室
・
斉
宣
女
）

君
迄
御
聞
済
有
之
御
願
立
被
下
候
様
ニ
相
願
置
申
候
、
尤
木
村
へ
も

直
書
ニ
而
申
遣
、
肴
代
も
遣
申
候
、
御
願
立
之
上
ハ　

御（
茂
姫
）前

よ
り
も
御
願
立

之
事
と
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
尤
先
日
高
輪
へ
参
り
申
候
節
左
様
之
咄
有
之
申

候
、
高
輪
ニ
而
ハ
、
三
位
之
處
ハ
と
て
も
参
り
か
ね
候
半
、
正
四
従
之
處
か

と
被
存
候
、
願
ハ
三
位
か
宰
相
か
之
内
と
申
遣
候
へ
と
も
、
と
ふ
て
あ
ら
ふ
哉

と
の
事
故
、
是
ハ
随
分
三
位
か
可
参
候
と
私
ニ
ハ
存
申
候
、
當
春
儀
同
様
一

寸
御
咄
も
有
之
候
事
ニ
も
有
之
候
間
、
参
り
申
候
事
ニ
而
候
へ
ハ
三
位
ニ
而

（
郁
）
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可
有
之
と
申
候
へ
者
歓
ニ
而
候
、
都
君
へ
も
一
寸
猶
又
相
頼
候
と
申
趣
可
申

遣
哉
と
申
候
へ
者
、
是
ハ
何
も
掛
り
合
ニ
而
も
無
之
候
間
、
可
宜
と
申
候
へ

共
、
一
寸
相
願
候
間
、
何
分
宜
敷
相
願
候
と
計
申
上
候
方
猶
以
可
宜
と
申
候
へ

者
、
左
候
ハ
ヽ
跡
を
申
遣
候
様
ニ
と
申
事
ニ
而
候
、
木
村
へ
之
事
ハ
極
内
々

ニ
而
御
座
候
、
左
様
ニ
被　

思
召
上
被
下
度
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
従
高
輪
申

上
候
哉
如
何
ニ
而
御
座
候
、
若
い
ま
た
不
申
上
候
ハ
ヽ
、
是
ハ
極
御
内

く

御
聞
置
願
奉
り
候
、
此
儀
何
卒
成
就
有
之
度
事
ニ
而
御
座
候
、
此
旨
極
御
内
々

申
上
奉
り
候
、
此
旨
御
側
迄
申
上
候
、
め
て
度
か
し
く
、

　
２　

戌（
文
政
九
年
）
十
月
十
二
日
御
封
物
戴
き
候
ニ
付
御
請
下
書
、
十
月
十
四
日
に
出
申
候
、

御
請
乍
恐
奉
申
上
候
、
日
ま
し
に
寒
さ
相
贈（

増
）し

候
へ
と
も
、
ま
つ

く　
上
々

様
か
た
益
御
機
嫌
よ
く
な
ら
せ
ら
れ
、
御
め
て
た
く
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
扨

ハ
高
輪
昇
進
之
事
申
上
候
處
、　

御（
茂
姫
）前

ニ
も
左
様
ニ　

思
召
被
為
在
候
と
の
御

事
、
難
有
そ
ん
し
上
候
、
い
ま
た
高
輪
よ
り
ハ
不
申
上
と
の
事
故
、
極
御
内

く
に
被
遊
候
と
の
御
事
、
承
知
仕
候
、
都（

近
衛
忠
煕
室
・
斉
宣
女
）

君
方
迄
御
頼
ミ
被
遊
候
哉
と
の
御

事
、
一（

堀
本
）甫

へ
も
相
談
仕
候
處
、
至
極
可
宜
と
申
遣
候
間
、
御
頼
ミ
被
遊
候
様

ニ
と
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
京
都
ヘ
ハ
留
主
居
十
三
日
か
十
四
日
ニ
ハ
上
京
之

日
合
ニ
而
御
座
候
間
、
少
し
も
早
く
被
仰
進
候
方
可
宜
と
そ
ん
し
上
奉
り
候
、

左
様
ニ
御
承
知
被
遊
候
様
ニ
と
そ
ん
し
上
候
、
ま
た
菊
の
御
花
差
上
申
候
處
、

上
様
江
入　

御
覧
候
と
の
事
、
難
有
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
ま
た
菊
の
御
花
も

戴
き
、
難
有
美
事
ニ
咲
出
候
事
ニ
而
御
座
候
、
御
礼
申
上
奉
り
候
、
田
安
江

ハ
菊
之
御
花
見
ニ
十
五
日
罷
出
申
候
、
豊（

島
津
斉
興
）

後
守
事
ハ
御
寛
々
と
初
而
罷
出
申

（
郁
）

候
、
十
三
日
ニ
菊
花
ハ
御
内
々
に
て
田
安
よ
り
被
下
候
、
ま
た
私
方
き
く
も

十
四
日
ニ
差
出
申
候
、
呉
々
も
京
都
江
ハ
少
し
も
早
く
被
仰
進
候
方
可
宜
と

そ
ん
し
上
奉
り
候
、
神
門
へ
御
願
ハ
先

く
御
見
合
、
是
ハ
高
輪
よ
り
何
と
か

可
申
上
、
若
不
申
上
候
ハ
ヽ
、
一
甫
申
談
、
其
節
何
分
不
日
可
申
上
候
、
此
旨

御
側
ま
て
奉

（
マ
マ
）申

上
奉
り
候
、
め
て
度
か
し
く
、

　
　
　
　

  

（
マ
マ
）

３　

戌（
文
政
九
年
）
十
月

日
御
封
物
ニ
而
相
願
候
千
早
城
繪
出
来
被
成
下
候
御
礼
下
書

　
　
　
　

  

乍
恐
御
直
ニ
申
上
奉
り
候
、
両
三
日
ハ
雨
天
不
順
之
事
ニ
而
御
座
候
、
ま
つ

く　
上
々
様
か
た
益
御
機
嫌
よ
く
な
ら
せ
ら
れ
、
御
め
て
た
く
そ
ん
し
上
奉

り
候
、
左
様
に
御
座
候
へ
者
、
當
春
相
願
候
千
早
金
剛
山
之
繪
出
来
被
成
下
候

と
の
御
事
、
鯛
一
折
御
添
被
遊
候
て
拝
領
、
是
者
兼
々
内
願
致
居
候
繪
柄
に
て
、

誠
に
以
冥
加
至
極
ニ
難
有
仕
合
奉
存
候
、
永
家
宝
ニ
仕
候
て
、
幾
久
敷　

御

恵
之
程
を
可
奉
拝
と
難
有
仕
合
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
御
礼
之
義
厚
ふ

く
い
く

重
も

く
申
上
奉
り
度
候
へ
共
、
中

く
心
中
を
ハ
筆
紙
ニ
ハ
尽
し
か
た
く
、

誠
以
難
有
仕
合
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
先
不
取
敢
御
礼
申
上
奉
り
、
猶
又
近
日
之

内
御
礼
申
上
奉
り
候
、
早
束
ニ
表
具
申
付
可
仕
候
、
御
礼
御
側
ま
て
申
上
奉

り
候
、
め
て
度
か
し
く
、

又
申
上
候
、
高
輪
官
位
之
事
ニ
付
被
仰
下
、
承
知
仕
候
、
是
ハ
少
し
も
早
く

被
仰
進
候
様
仕
度
候
、
三
位
と
被
仰
進
候
方
宜
敷
、
と
ふ
も
出
来
か
ね
候
ハ
ヽ

宰
相
ニ
而
も
宜
敷
候
へ
共
、
是
非
三
位
と
申
様
ニ
被
仰
進
候
方
か
と
乍
恐
そ

ん
し
上
候
、
何
と
そ

く
早
く
被
仰
進
候
様
奉
願
候
、
扨
神
門
ニ
而
も
餘
程

之
御
事
ニ
被
為
在
候
所
、
段

く
御
快
然
と
相
伺
申
候
、
御
早
御
快
気
被
遊
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候
や
う
ニ
と
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
ま
た
十
五
日
ニ
ハ　

上
様
御
昇
進
之
仰

出
御
三
家
方
へ
計
有
之
候
由
承
知
仕
、
誠
ニ
以
恐
悦
至
極
そ
ん
し
上
奉
り
候
、

當
御
代
ニ
ハ
四
十
年
之　

御
代
之
由
、
是
も
目
出
度
御
事
ニ
そ
ん
し
上
奉
り

候
、
又
町
印
へ
之
代
筆
之
直
書
之
事
、
孝
よ
り
申
遣
拝
承
仕
候
、
委
し
く
孝
方

ま
て
申
上
候
、
左
様
ニ　

思
召
候
様
ニ
と
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
此
旨
御
側
迄

申
上
奉
り
候
、
め
て
度
か
し
く
、

４　

戌（
文
政
九
年
）
十
月
廿
一
日
御
礼
献
上
物
之
節
御
直
申
上
之
下
書

乍
恐
御
礼
御
直
申
上
奉
り
候
、
寒
冷
日
増
に
相
成
候
へ
と
も
、
ま
つ

く　

上
々
様
か
た
か
た
益
御
機
嫌
よ
く
な
ら
せ
ら
れ
、
御
め
て
た
く
そ
ん
し
上
奉
り

候
、
左
様
に
御
座
候
ヘ
ハ
、
十
八
日
ニ
ハ
當
春
よ
り
兼
相
願
候
御
繪
、
鯛
一

折
被
相
添
出
来
上
り
候
由
ニ
而
拝
領
被　

仰
付
、
誠
ニ
以
冥
加
至
極
、
あ
り

か
た
き
仕
合
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
永
家
宝
に
相
傳
候
て
、
厚
蒙　

御
恵
候
程
を

可
奉
拝
と
、
誠
ニ
以
難
有
、
心
中
之
あ
り
か
た
か
り
候
處
ハ
何
と
申
上
相
届

候
哉
、
中

く
筆
紙
ニ
も
尽
し
か
た
く
御
座
候
間
、
何
分
ニ
も
御
汲
受
、
宜

敷
御
礼
被
仰
上
被
下
度
奉
願
候
、
是
ハ
年
来
之
心
願
ニ
而
御
座
候
處
、
此
節

成
就
仕
候
事
、　
御
威
光
之
程
難
有
仕
合
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
左
様
御
座
候
て
、

　
　
　

御
文
庫
之
内　

嶋
ち
り
め
ん
三
反

　
　
　

御
臺
詰　
　
　

一
臺

　
　
　

御
取
肴　
　
　

一
箱

右
之
通
り
、
麁
末
之
御
事
ニ
ハ
候
へ
共
、
御
礼
申
上
候
印
迄
ニ
献
上
仕
候
、

何
分
に
も
宜
敷
成
合
候
様
御
た
の
ミ
申
上
候
、
呉

く
も
御
繪
ハ
難
有
、
御
礼

い
く
度
も

く
申
上
候
、
此
旨
御
側
ま
て
申
上
奉
り
候
、
め
て
度
か
し
く
、

又
申
上
候
、
十
八
日
之
夜
、
孝
よ
り
御
取
肴
之
箱
遣
、
文
も
参
、
細

く
と
拝

承
仕
候
、
則
其
箱
し
ら
け
候
て
差
出
申
候
、
左
様
ニ
被　

思
召
上
度
そ
ん
し
上

候
、
先
日
ハ
あ
ら

く
御
請
申
上
恐
入
奉
り
候
、
高
輪
之
昇
進
之
事
圓（

近
衛
経
煕
室
）

臺
院
宮

様
へ
被
仰
進
候
と
の
御
事
、
難
有
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
先
日
も
申
上
候
通
り
、

三
位
と
被
仰
進
候
方
し
つ
か
り
と
い
た
し
可
宜
と
そ
ん
し
上
候
、
宰
相
之
方

ハ
出
来
安
き
方
ニ
而
候
へ
者
、
先
三
位
を
御
願
、
と
ふ
も

く
出
来
か
ね
候

ハ
ヽ
宰
相
と
申
様
ニ
仕
度
、
猶
又
此
旨
申
上
奉
り
候
、
又
神
門
へ
御
願
之
事

ハ
先
日
も
申
上
候
通
り
か
可
宜
と
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
神
門
御
不
例
も
日
々
御

快
気
之
様
ニ
も
相
伺
申
候
か
、
如
何
ニ
而
候
哉
、
御
案
し
申
上
候
、
扨
又
町

印
へ
代
筆
直
書
贈
物
者
、
先
日
申
上
候
通
り
、
此
節
ハ
立
派
ニ
仕
候
て
遣
候

方
可
宜
と
存
申
候
、
此
後
ハ
仰
戴
き
候
通
、
何
そ
か
す
き
之
や
う
な
物
を
相

贈
可
申
候
、
返
事
者
遣
可
申
哉
、
何
卒
返
事
ハ
参
り
申
候
様
ニ
仕
度
そ
ん
し

申
候
、
孝
へ
内
々
申
遣
候
通
り
、
町
印
の
心
の
直
り
申
候
様
、
私
之
心
得
ニ

而
祈
禱
申
付
候
間
、
其
為
ニ
返
事
有
之
候
へ
ハ
其
内
差
支
無
之
文
言
之
處
遣

申
度
、
夫
ニ
候
へ
者
猶
當
御
座
候
て
宜
敷
御
座
候
、
是
ハ
少
し
も
無
構
者
に

て
、
御
心
遣
之
事
ハ
無
之
事
ニ
而
御
座
候
、
又
掛
物
表
具
出
来
上
り
候
上
ニ
而
、

安（
森
山
）藝

守
父
子
弟
共
・
住
吉
内
記
外
庭
茶
屋
へ
召
呼
候
て
卓
子
を
遣
可
申
と
存
申

候
、
其
節
少
々
計
遣
物
可
仕
と
存
申
候
、
孝
ニ
も
其
節
何
そ
遣
可
申
と
そ
ん

し
申
候
事
ニ
而
御
座
候
、
此
旨
御
側
迄
申
上
奉
り
候
、
め
て
度
か
し
く
、

　　
５　

戌（
文
政
九
年
）
十
二
月
廿
七
日
孝
迄
申
上
候
御
直
申
上
之
下
書
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乍
恐
申
上
奉
り
候
、
ま
つ

く　
御
機
嫌
よ
く
な
ら
せ
ら
れ
、
御
め
て
た
く

そ
ん
し
上
奉
り
候
、
扨
先
達
申
上
候
高
輪
昇
進
之
事
ニ
付
京
地
へ
留
主
居
差

上
候
御
返
答
有
之
、
随
分
京
都
ハ
御
都
合
宜
敷
と
の
事
申
参
り
候
、　
内（

近
衛
忠
煕
）

府
様

よ
り　

御（
茂
姫
）前

江
御
書
ニ
而
被
仰
進
候
と
の
御
事
も
承
知
仕
候
、
も
は
や
相
届

申
候
哉
、
相
伺
申
候
、
何
孝
よ
り
被
仰
下
度
相
願
申
候
、
ま
た
木
村
大
蔵
大

丞
よ
り
之
返
答
も
申
来
り
候
、
此
趣
ニ
而
外
ニ
申
上
事
も
無
之
候
間
、
木
村

之
返
答
を
極
御
内
々
奉
入　

御
覧
候
、
相
済
孝
よ
り
御
返
し
奉
願
候
、
ま
た

都（
近
衛
忠
煕
室
・
斉
宣
女
）

君
よ
り
も
返
事
御
座
候
、
是
も
同
様
之
事
ニ
而
あ
ら
ま
し
ニ
御
座
候
間
、

是
ハ
御
覧
ニ
者
入
不
申
候
、
何
分
相
願
候
間
、
宜
敷
御
願
立
被
下
度
奉
願
候
、

此
旨
御
側
迄
申
上
奉
り
候
、
め
て
度
か
し
く
、

　
　⑩

　
「
御
直
請
御
直
申
上
之
下
書
留
三
」

　
１　

亥（
文
政
十
年
）
正
月
十
四
日
氷
川
よ
り
御
沙
汰
ニ
而
文
来
ル
返
事
下
書

御
ふ
ミ
致
拝
見
候
、
餘
寒
つ
よ
く
候
へ
共
、
ま
つ

く　
御
機
嫌
よ
く
御
め

て
た
く
そ
ん
し
上
候
、
扨
高
輪
昇
進
一
件
之
事
ニ
付
御
け
ん
の
ん
ニ
而
御
尋
、

拝
承
仕
候
、
先
達
木
村
之
手
紙
入　

御
覧
候
通
り
、
京
都
之
方
ハ
宜
敷
候
へ
共
、

関
東
之
事
ハ
関
東
よ
り　

御
沙
汰
無
之
候
て
ハ
、
京
都
よ
り
起
而
之
御
沙
汰
ハ

無
之
事
候
由
、
手
紙
ニ
も
相
見
え
申
候
へ
ハ
、
何
れ
儀（

一
橋
治
済
）

同
様
へ
相
願
候
外
無

御
座
候
、
土（

朝
利
）岐

方
ニ
も
芝
よ
り
申
遣
能
承
知
、
ま
た
一（

堀
本
）甫

ニ
而
儀
同
様
ニ
も

申
上
置
、
能
御
承
知
被
遊
候
由
、
一
甫
よ
り
申
遣
承
り
置
申
候
、
夫
故
公
家
衆

（
郁
）

参
向
ニ
而
も
京
都
よ
り
被
仰
進
候
事
ハ
無
之
儀
と
存
申
候
、
何
れ
関
東
之
御

沙
汰
次
第
之
事
ニ
而
御
座
候
、
明
日
ハ
儀
同
様
へ
罷
出
候
間
、
猶
申
上
可
申
候
、

新（
茂
姫
）御

殿
よ
り
も
儀
同
様
へ
御
ま
か
せ
被
遊
候
間
何
分
宜
敷
御
願
被
遊
候
と
の
事

を
可
申
上
候
、
私
よ
り
も
同
様
ニ
相
願
候
と
可
申
上
候
、
ま
た
芝
よ
り
罷
出

候
節
も
同
様
に
御
願
申
上
候
事
ニ
申
談
置
候
、
此
義
ハ
も
は
や
何
方
も
宜
敷
、

只
今
ハ
老
中
衆
計
之
處
、
其
外
ハ
皆
々
承
知
と
の
事
も
儀
同
様
よ
り
一
甫
へ
被

仰
候
て
承
知
仕
候
間
、
此
上
之
處
者
運
次
第
之
事
ニ
而
御
座
候
、
少
し
も
御

け
ん
の
ん
之
事
ニ
者
無
之
候
、
周（

松
平
康
任
）

防
方
へ
な
り
共
と
の
御
沙
汰
候
へ
共
、
先

何
方
ニ
も
手
入
無
之
方
宜
敷
と
の
事
も
土
岐
よ
り
芝
へ
申
候
と
の
事
も
承
り

申
置
候
、
左
様
ニ
被
仰
上
御
安
心
被
遊
候
様
ニ
と
そ
ん
し
上
候
、
此
旨
申
上
候
、

大
乱
筆
宜
敷
御
見
分
可
被
下
候
、
め
て
度
か
し
く
、

又
申
上
候
、
一
甫
事
ハ
此
度
ハ
餘
程
之
事
ニ
而
、
せ
ん
し
や
く
つ
よ
く
、
左

と
な
う
乳
之
下
い
た
ミ
、
起
居
も
獨
ニ
而
ハ
致
か
ね
候
と
の
事
、
十
一
日
之

日
に
芝
よ
り
承
り
申
候
間
、
十
二
日
之
日
に
手
醫
師
を
見
廻
ニ
遣
申
、
伺
も

為
致
申
候
、
罷
帰
り
候
上
承
り
申
候
處
、
せ
ん
し
や
く
之
至
而
強
く
有
之
、
左

之
乳
之
下
い
た
ミ
、
起
居
も
難
成
、
先
日
内
ハ
い
き
た
は
し
く
有
之
、
人
之
物

い
ふ
事
も
い
や
ニ
被
存
候
へ
と
も
、
夫
ハ
昨
今
ハ
少

く
宜
、
ミ
そ
け
も
少

し
ハ
給
へ
申
候
由
、
足
に
所

く
は
れ
出
申
候
、
左
様
之
事
ハ
せ
ん
気
ニ
ハ

有
之
候
由
、
今
通
り
ニ
而
ハ
心
遣
之
事
も
無
之
、
永
引
ハ
可
致
と
申
事
ニ
而

御
座
候
、
十
三
日
に
又
々
見
廻
之
重
之
内
遣
申
候
事
ニ
而
御
座
候
、
早
く
順

快
仕
候
様
ニ
仕
度
候
事
、
乍
序
申
上
候
、
め
て
度
か
し
く
、

２　

亥（
文
政
十
年
）

正
月
十
四
日
御
封
物
被
下
候
御
請
下
書
留
正
月
十
六
日
ニ
差
上
候
こ
と
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座
候
、
ま
た
高
輪
昇
進
御
け
ん
の
ん
之
事
ハ
、
先
日
孝
へ
申
上
候
に
て
御
座
候
、

又
浅
井
之
書
付
も
御
内
々
入　

御
覽
候
所
、
御
受
取
被
遊
候
と
の
事
、
信
の
心

之
人
ニ
て
ハ
無
之
と
相
見
え
申
候
、
此
旨
御
側
迄
申
上
候
、
め
て
度
か
し
く
、

又
申
上
候
、
十
五
日
神
門
江
罷
出
候
處
、
御
吸
物
等
も
出
、
夫
よ
り
御
逢
被

成
候
、
御
挨
拶
向
者
少
し
も
御
替
り
ハ
無
之
候
へ
共
、
先
達
而
見
上
候
と
ハ
御

替
り
、
餘
程
御
労
す
い
被
成
候
様
ニ
見
上
申
候
、
高
輪
之
事
も
長
申
上
度
候

へ
共
、
右
之
御
様
子
故
長
く
ハ
申
上
兼
、
只
京
都
之
事
ハ
何
分
宜
敷
と
申
上
候

處
、
左
様
ニ
申
置
候
か
い
ま
た
何
分
不
相
分
と
の
事
、
分
り
次
第
ニ
ハ
可
申

と
の
御
沙
汰
ニ
而
候
、
夫
ニ
而
直
に
相
下
り
申
候
て
致
退
散
候
、
御
心
中
ハ

実
ニ
慥
ニ
被
為
入
候
御
事
ニ
而
御
座
候
、
何
も
京
都
之
事
ハ
御
都
合
も
宜
敷

御
座
候
間
、
左
様
ニ
被　

思
召
上
度
候
、
此
旨
御
側
迄
申
上
候
、
め
て
度
か

し
く
、

３　

亥（
文
政
十
年
）
二
月
四
日
御
封
物
被
下
御
請
之
下
書
認
、
同（
マ
マ
）

　

日
差
上
ル

御
直
ニ
御
請
申
上
奉
り
候
、
先
々
御
機
嫌
よ
く
御
め
て
た
く
そ
ん
し
上
奉
り

候
、
扨
神
門
に
て
ハ
先
ニ
内
門
不
出
来
之
由
相
伺
申
候
ニ
付
、
用
人
共
ニ
而

時
候
之
伺
御
機
嫌
申
上
、
猶
委
し
く
承
り
申
候
處
、
五
日
計
御
通
し
無
之
、
朔

日
か
二
日
ニ
之
内
御
通
し
も
有
之
候
ヘ
ハ
又
御
宜
敷
様
ニ
相
伺
申
候
、
私
事

も
十
三
日
ニ
ハ
伺
御
機
嫌
ニ
罷
出
申
候
様
ニ
申
上
置
候
、
猶
其
上
ニ
而
可
申

上
候
、
ま
た
一（

堀
本
）甫

事
ハ
扨

く
急
な
る
事
に
て
御
座
候
、
是
ハ
あ
ま
不
養
生
に

て
、
召
仕
女
も
五
人
有
之
候
様
ニ
承
り
申
候
、
中

く
左
様
に
有
之
候
て
ハ

自
分
ニ
も
覚
え
可
有
之
と
そ
ん
し
申
候
、
し
か
し
自
分
ハ
妓
之
道
ニ
而
候
へ

御
封
物
拝
見
仕
候
、
ま
つ

く　
御
機
嫌
よ
く
被
為
入
、
御
め
て
た
く
そ
ん
し

上
候
、
左
様
候
へ
者
、
不
動
之
印
像
之
繪
形
御
受
取
被
遊
、
御
見
合
、
若
御
な

り
か
ね
候
ハ
ヽ
、
又
々
仰
戴
き
候
と
の
事
、
何
扁
ニ
而
も
相
伺
可
申
候
、

　

一
御
力
ニ
相
成
候
御
側
之
人
々
江
何
品
ニ
而
も
遣
度
と
相
伺
候
處
、
至
極
宜
敷

遣
候
様
ニ
仰
戴
き
、
拝
承
仕
候
、
其
御
方
之
ふ
う
き
合
候
品
一
ツ
ハ
有
之
候

へ
者
宜
敷
と
て
、
銀
御
香
箱
被
成
下
、
是
を
一
ツ
被
入
、
四
人
へ
外
二
品
か
一

品
添
、
三
品
ニ
い
た
し
候
様
、
難
有
拝
承
仕
候
、
孝
ヘ
ハ
年
も
と
り
候
間
紬

類
ニ
而
も
遣
申
候
様
、
是
又
承
知
仕
候
、
御
か
ん
さ
し
も
御
内
々
御
廻
し
ニ

相
成
候
義
相
伺
申
候
、
四
人
と
被
仰
下
候
處
、
先
日
之
御
封
物
に
は
、
御
中
﨟

頭
哥
川
・
御
中
﨟
り
を
佐
川
之
世
話
・
同
し
か
波
江
の
世
話
・
同
か
ね
た
か
世

話
・
同
り
ち
・
孝
、
六
人
に
て
御
座
候
か
、
哥
川
・
孝
ヘ
ハ
孝
へ
遣
候
様
な
る

品
ニ
可
仕
哉
、
相
伺
申
候
、
い
ま
た
品
ハ
相
極
メ
不
申
候
間
、
其
内
見
合
可

申
候
、
廿
日
後
ニ
遣
候
心
得
ニ
て
御
座
候
、
又
曽
我
事
ハ
孝
よ
り
申
遣
承
知

仕
候
、
廿
二
日
ニ
林
播（

忠
旭
）磨

守
相
招
き
申
候
、
其
節
相
招
き
候
様
ニ
仕
候
、
孝

へ
猶
又
尋
遣
候
へ
共
、
十
四
日
ニ
桃（

森
山
）次

郎
参
り
申
候
間
承
り
候
處
、
委
し
く

相
分
り
申
候
、
林
方
よ
り
早
束
曽
我
伊
与
守
方
へ
申
遣
候
所
承
知
、
又
別
段
御

内
々
に
て
桃
次
郎
弟
を
申
遣
候
て
ヶ
様
ニ
承
知
仕
候
、
祖
父
と
ハ
申
な
か
ら

実
ハ
父
に
て
、
私
へ
御
内
々
な
か
ら
も
白
金
へ
罷
出
候
様
ニ
と
の
御
事
、
誠

ニ
以
難
有
、
先
々
御
内
々
御
礼
白
金
へ
申
上
候
と
の
事
、
林
方
ヘ
ハ
一
通
り

之
様
子
と
相
聞
申
候
、
伊
与
守
代
ニ
昔
之
事
共
被　

思
召
出
候
御
事
、
誠
ニ

以
難
有
、
呉

く
も
御
礼
申
上
候
と
の
事
、
桃
次
郎
よ
り
承
り
申
候
、
弥
廿
二

日
ニ
相
招
き
申
候
、
其
上
ニ
而
猶
又
委
し
く
可
申
上
候
、
返
付
ハ
林
方
ヘ
ハ

自
つ
か
ら
不
申
事
も
有
之
候
事
と
存
申
候
間
、
私
ニ
も
其
考
へ
致
候
事
ニ
御
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者
本
意
ニ
而
候
と
存
申
候
、
右
之
か
は
り
ニ
ハ
、
段
々
御
考
へ
被
遊
候
處
に
、

桂
川
甫
筑
可
然
哉
と
も
被　

思
召
上
候
と
の
事
、
何
も
存
居
候
事
故
早
く
分
り

可
申
と
の
事
、
な
る
程
左
様
ニ
も
可
有
之
と
存
申
候
、
乍
恐
私
存
付
之
處
を

御
内
々
申
上
候
間
、
外
々
ヘ
ハ
御
沙
汰
な
し
、
甫
筑
事
ハ
随
分
宜
し
く
候
半
な

か
ら
、
御
酒
な
と
も
場
所
の
ミ
の
や
う
ニ
承
り
申
候
、
夫
者
宜
敷
候
へ
共
、　

御
沙
汰
な
と
之
事
を
も
ら
し
候
様
ニ
有
之
候
て
者
如
何
敷
存
申
候
、
御
酒
之

上
者
如
何
様
ニ
有
之
候
哉
、
猶
又
召
呼
相
咄
可
申
、
其
上
に
て
何
卒
御
き
は

め
被
遊
度
そ
ん
し
上
候
、
田
安
御
方
ヘ
ハ
猶
又
誰
か
宜
敷
候
哉
、
是
又
相
伺
申

置
候
様
ニ
仕
度
候
、

　

一
京
都
よ
り
の
内（

近
衛
忠
煕
）

府
様
之
御
文
拝
見
被
仰
付
、
拝
見
仕
候
、
京
都
之
方
ハ
宜
敷
と

の
事
、
先
難
有
そ
ん
し
上
候
、
極
御
内
々
申
上
候
間
、
是
ハ
先
高
輪
ヘ
ハ　

御

沙
汰
な
し
願
上
候
、
去
ル
二
日
夕
方
、
土
岐
信（

朝
利
）濃

守
方
よ
り
留
主
居
千
竈
事
呼

ニ
参
り
罷
出
候
處
、
高
輪
一
件
之
事
、
此
節
紀（

徳
川
治
寶
）

伊
大
納
言
殿
よ
り
一
位
之
御

願
有
之
候
へ
共
、
御
大
礼
前
故
、
夫
ニ
付
候
様
ニ
相
成
候
て
ハ
外
ニ
も
有
之

候
ヘ
ハ
御
差
支
ニ
付
、
御
願
之
通
り
ニ
ハ
不
相
済
候
間
、
高
輪
も
同
様
之
事

と
申
候
由
、
尤　

上
へ
も
入　

御
聞
御
吟
味
被　

仰
付
候
事
之
由
候
、
其
跡
に

て
信
濃
申
候
ハ
、
秋
に
も
相
成
候
ハ
ヽ
又
宜
敷
も
候
半
哉
と
咄
に
て
候
、
右
之

通
り
千
竈
よ
り
芝
へ
も
申
、
私
へ
も
申
候
、
是
よ
り
高
輪
へ
も
申
候
と
の
事
申

候
間
、
先
高
輪
へ
申
候
事
ハ
見
合
候
様
申
置
候
、
三
日
ニ
家
老
監（
町
田
久
視
）
物
召
呼
候

て
私
之
存
寄
相
談
、
其
趣
者
、
最
初
信
濃
よ
り
口
出
し
、
夫
よ
り
京
都
之
掛
合

ニ
も
相
成
申
候
事
ニ
候
ヘ
ハ
、
只
今
不
相
済
と
申
候
て
ハ
京
都
之
方
へ
も
先

ハ
面
目
な
く
、
最
初
ハ
京
都
さ
へ
宜
し
く
候
ハ
ヽ
関
東
者
儀
同
様
之
事
も
有
之

候
間
随
分
可
宜
と
申
、
就
之
事
故
京
都
へ
も
遣
申
候
ニ
付
、
當
秋
ハ
何
卒
被

仰
付
被
下
度
、
豊（

島
津
斉
興
）

後
守
両
人
よ
り
相
願
候
、
此
侭
ニ
而
ハ
京
都
へ
申
遣
候
事

も
水
ニ
相
成
候
、
若
々
此
儀
難
被
仰
付
候
ハ
ヽ
、
高
輪
ハ
格
別
之
御
訳
合
ニ

付
ハ
、
當
時
芝
ニ
而
も
難
渋
之
時
節
故
、
何
か
手
當
不
行
届
不
自
由
ニ
も
候
間
、

老
後
之
楽
ミ
旁
ニ
も
可
相
成
、
格
別
之　

思
召
を
以
御
金
一
万
両
も
拝
領
被

仰
付
候
様
な
る
事
ニ
而
も
宜
敷
、
何
か
此
引
替
を
被
仰
付
度
と
の
事
、
今
一

應
相
願
申
度
相
談
申
置
候
、
又
先
達
ハ
高
輪
よ
り
豊
後
席
越
前
通
り
之
願
も
有

之
、
不
相
済
候
、
是
も
又
々
申
立
之
木
口
ニ
も
相
成
可
申
哉
と
も
相
考
申
置
候
、

是
ハ
都
合
ニ
よ
り
申
出
候
心
得
ニ
而
、
只
此
な
り
ニ
而
ハ
と
ふ
も
心
か
ゝ
り

申
候
、
高
輪
ニ
而
も
先
ハ
芝
と
私
存
寄
と
申
事
ニ
而
か
ま
ひ
無
之
事
故
、
何

と
そ

く
相
済
申
候
様
ニ
仕
度
、
三
位
よ
り
ハ
席
之
方
軽
き
事
ニ
御
座
候
ヘ

ハ
、
万
一
相
済
可
申
哉
も
難
計
、
是
ヲ
相
済
候
へ
者
高
輪
之
存
通
り
ニ
相
成
、

歓
ひ
可
申
と
存
申
候
、
夫
故
先
高
輪
ヘ
ハ
不
申
と
申
候
、
私
事
神
門
へ
十
三

日
ニ
ハ
罷
出
候
間
、
藤（

新
村
、一
橋
家
家
臣
）

兵
衛
ニ
咄
可
申
と
存
申
候
、
其
上
ニ
而
又
何
分
之
事

可
申
上
候
、
高
輪
ニ
而
三
位
之
事
ハ
か
ま
い
不
申
と
ハ
申
候
へ
共
、
左
様
ニ

相
成
候
様
ニ
と
心
ニ
ハ
そ
ん
し
可
申
候
間
、
何
卒
相
は
た
ら
き
申
度
事
ニ
而

御
座
候
、
ま
た
初
メ
之
起
り
ハ
土
岐
信
濃
守
之
口
出
し
ニ
ハ
候
へ
共
、
是
ハ

儀（
一
橋
治
済
）

同
様
之
思
召
ニ
而
候
事
ハ
一
甫
よ
り
前
以
承
り
居
候
事
ニ
而
候
、
左
様
ニ

被　

思
召
上
被
下
度
候
、
尤
京
都
之
御
文
拝
見
之
事
ハ
誰
へ
も
不
申
候
様
ニ

と
の
事
、
承
知
仕
候
、
又
四
人
之
者
共
へ
贈
り
物
者
御
都
合
も
宜
敷
と
の
事
、

難
有
そ
ん
し
上
候
、
乍
末
御
指
之
御
痛
ミ
も
少
々
御
宜
敷
、
御
認
メ
物
も
被
遊

候
由
、
難
有
そ
ん
し
上
候
、
此
旨
申
上
候
、
御
重
之
内
戴
き
御
礼
申
上
候
、
此

旨
御
側
ま
て
申
上
奉
り
候
、
め
て
度
か
し
く
、

　
　
　

但
京
都
之
御
文
返
上
候
、
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⑪
　
「
御
直
請
御
直
申
上
之
下
書
」

１　

同（
文
政
十
一
年
）

二
月
廿
九
日
内
々
周（
松
平
康
任
）
防
方
相
談
之
事
共
申
上
候
下
書

乍
恐
申
上
候
、
両
三
日
ハ
花
色
相
催
申
候
、
ま
つ

く　
御
機
嫌
よ
く
御
め
て

た
く
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
左
様
に
御
座
候
へ
ハ
、
廿
八
日
、
松
周
防
守
方
へ
縁

達
後
初
而
参
り
申
候
て
、
先
日
被
仰
付
候
高
輪
官
位
之
事
相
談
仕
候
處
、
是
ハ

左
様
ニ
も
可
被　

思
召
上
候
御
事
御
尤
之
事
ニ
而
御
座
候
、
新（

茂
姫
）御

殿
御
願
立

有
之
候
て
も
可
宜
と
申
候
間
、
其
儀
者
當
分
ニ
而
ハ
被
成
か
ね
候
間
、
一
先

様
子
を
聞
合
候
上
ニ
て
御
願
も
可
被
成
と
の
事
申
候
へ
ハ
、
左
候
ハ
ヽ
周
防

よ
り
土
岐
豊（

朝
旨
）前

迄
内
々
書
付
ニ
而
可
申
遣
、
其
上
ニ
而
何
分
可
申
と
の
事
申

候
、
周
防
事
ハ
至
極
引
受
宜
敷
御
座
候
間
、
先
々
申
上
候
、
猶
又
来
月
十
五

日
私
方
へ
周
防
参
り
申
候
間
、
其
節
承
り
萬
々
可
申
上
候
、　
思
召
も
御
座
候

ハ
ヽ
、
其
内
ニ
承
知
仕
置
可
申
候
、
左
様
被　

思
召
上
度
そ
ん
し
上
候
、
且

此
草
木
之
書
物
者
新
判
之
由
ニ
而
貰
申
候
間
、
奉
入　

御
覧
候
、
二
通
り
差

上
申
候
間
、
一
通
り
ハ
御
上
ケ
ニ
相
成
候
へ
者
難
有
存
上
奉
り
候
、
御
上
ケ

ニ
相
成
候
て
も
何
も
差
支
等
ハ
無
之
趣
も
承
届
ケ
置
申
候
、
左
様
ニ
被　

思

召
上
度
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
此
旨
御
側
ま
て
申
上
候
、
め
て
度
か
し
く
、

２　

同（
文
政
十
一
年
）

三
月
十
一
日
御
封
物
被
下
御
請
明
日
一
所
ニ
差
上
候
下
書

御
封
物
又

く
戴
き
難
有
拝
見
仕
候
、
不
順
之
事
ニ
候
へ
共
、
ま
つ

く 

御

機
嫌
能
御
め
て
た
く
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
左
様
ニ
御
座
候
へ
者
、
先
日
御
沙

汰
御
座
候
高
輪
之
官
位
之
事
、
又

く
御
尋
被
遊
候
處
、
百
ニ
相
成
候
ハ
ヽ

い
か
や
う
と
も
、
夫
迄
ハ
み
つ
れ
ハ
か
く
る
と
申
事
候
へ
者
御
断
申
上
候
と
の

事
、
夫
故
周（

松
平
康
任
）

防
方
へ
者
断
き
り
ニ
而
無
之
、
相
含
ミ
居
候
様
ニ
と
申
候
様
ニ

と
の
事
、
奉
畏
候
、
十
五
日
ニ
ハ
弥
参
り
申
候
間
、
其
節
ニ
と
く
と
申
置
候

様
ニ
可
仕
候
、
ま
た
御
書
添
恐
入
奉
り
候
、
十
五
日
ハ
周
防
守
父
子
二
男
弥

三
郎
閑
事
も
参
り
申
候
事
ニ
乍
序
申
上
候○

と
こ
ろ
御
宜
く
あ
り
か
た
く
御
礼
申
上
候
、

、
此
旨
御
側
ま
て
申
上
候
、
め
て

度
か
し
く
、

⑫
　
「
御
直
請
御
直
申
上
之
下
書
」

１　

同（
文
政
十
三
年
）

四
月
廿
六
日
御
封
物
戴
御
花
入
戴
候
御
請
外
に
申
上
候
事
下
書

御
封
物
御
直
御
請
乍
恐
申
上
奉
り
候
、
梅
雨
中
不
順
之
時
候
御
座
候
處
、
ま
つ

く　
御
機
嫌
よ
く
御
め
て
た
く
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
左
様
御
座
候
へ
ハ
、
此

程
ハ
御
仕
舞
被
遊
、
先
御
押
通
り
御
宜
被
為
在
候
と
の
御
事
、
難
有
そ
ん
し
上

候
、
い
ま
た
御
ね
あ
せ
等
ハ
被
為
在
候
と
の
御
事
、
是
ハ
御
急
ニ
ハ
御
直
り

か
ね
被
遊
候
と
の
事
、
追
而
御
順
快
被
遊
候
御
事
と
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
扨
又

麁
末
之
す
し
・
花
盛
差
上
候
處
、
蒙　

御
意
恐
入
難
有
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
ま

た
廿
六
日
ニ
ハ
御
封
物
御
花
入
戴
、
あ
り
か
た
く
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
御
礼

御
側
迄
奉
申
上
候
、
又
町
印
も
を
し
通
り
宜
敷
と
の
事
、
先

く
夫
ハ
宜
し

き
事
ニ
而
御
座
候
、
浅
井
事
も
町
印
之
手
を
は
な
れ
、
方

く
の
祈
禱
を
も
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つ
か
ら
私
・
芝
よ
り
願
方
可
宜
と
の
事
ニ
相
定
り
候
間
、
昨
日
者
私
事
承
知

之
為
礼
高
輪
へ
参
り
申
候
、
右
ニ
付
ハ
御
断
之
處
御
す
て
被
遊
候
て
、
何
と

そ
御
願
立
被
遊
様
ニ
奉
願
候
、
自
つ
か
ら　

御
前
之
御
方
へ
も
願
書
差
出
候

間
、
其
上
ニ
而
御
願
立
被
遊
候
様
ニ
奉
願
候
、
尤
出
羽
守
方
へ
も
願
書
を
私
・

芝
よ
り
差
出
候
事
ニ
御
座
候
、
此
度
ハ
出
羽
守
引
受
宜
し
く
、
何
ニ
被
仰
付

候
て
誰
も
何
と
も
申
者
ハ
無
之
、
老
中
吟
味
物
ニ
而
ハ
無
之
、
是
者　

思
召

物
ニ
而
、
被
仰
出
候
へ
者
老
中
も
承
知
仕
候
外
者
無
之
と
の
事
、
ま
た
先
例

も
無
之
、
後
例
ニ
も
不
相
成
事
、
只
　々

思
召
之
處
よ
り
外
ハ
無
之
と
の
事

申
咄
も
脇
坂
よ
り
承
り
申
候
、
近
々
願
書
佐

（
茂
姫
付
奥
女
中
）

川
方
迄
差
出
候
様
ニ
可
仕
候
間
、

何
と
そ

く
御
願
立
被
遊
被
下
度
奉
願
候
、
猶
委
し
く
ハ
か
ゑ
へ
御
聞
被
遊
候

様
ニ
と
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
此
旨
御
側
迄
申
上
奉
り
候
、

２　

同（
文
政
十
三
年
四
月
）

廿
八
日
氷
川
方
よ
り
申
上
候
下
書

乍
恐
申
上
奉
り
候
、
今
日
餘
程
薄
暑
相
催
申
候
、
ま
つ

く　
御
機
嫌
よ
く

御
め
て
た
く
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
左
様
ニ
御
座
候
ヘ
ハ
、
か
え
よ
り
も
申
上

候
と
の
事
承
知
仕
、
能

く
御
承
知
も
被
遊
候
と
の
事
、
難
有
そ
ん
し
上
奉
り

候
、
今
朝
も
申
上
候
通
り
ニ
而
、
高
輪
之
方
も
能

く
承
引
仕
居
候
間
、
此

上
之
處
何
と
そ
是
ま
て
之
願
事
故
、
中
ニ
而
い
ろ

く
と
も
め
候
て
不
宜
候

間
、
乍
恐　

上
様
へ
御
直
ニ
御
願
被
遊
候
様
ニ
奉
願
候
、
此
度
ハ
能

く
御

願
被
下
度
、
私
・
豊（

島
津
斉
興
）

後
守
名
前
之
願
書
近
々
差
出
候
上
ハ
、
何
と
そ

く
御
直

ニ
被
仰
上
被
下
度
、
偏

く
に
奉
願
候
、
此
旨
申
上
候
、
猶
其
内
乍
恐
御
相

談
可
申
上
候
、
め
て
度
か
し
く
、

致
候
と
の
事
、
只
今
迄
の
處
ニ
ハ
居
不
申
、
外
へ
参
り
候
と
の
事
ニ
御
座
候
、

先
夫
ニ
而
宜
敷
候
へ
共
、
此
末
い
か
ゝ
候
哉
と
そ
ん
し
申
候
、

一
奉
申
上
候
、
栄（

島
津
重
豪
）

翁
官
位
之
先
年
ハ
満
れ
ハ
か
く
る
と
申
候
て
御
断
申
上
、
御

願
立
無
之
様
ニ
申
上
候
、
私
ニ
も
其
通
申
聞
置
候
、
然
共
私
そ
ん
し
候
ニ
ハ
、

も
は
や
八
十
八
も
来
々
年
ニ
相
成
候
へ
ハ
、
何
と
そ
三
位
昇
進
為
致
度
、
日
夜

存
居
候
迄
ニ
而
御
座
候
處
、
脇（

安
董
）坂

へ
其
咄
し
致
候
處
、
是
ハ
尤
な
る
事
ニ
而
候
、

左
候
ハ
ヽ
、
老
中
方
少
々
聞
合
呉
れ
候
様
ニ
申
候
處
、
早
束
水
野
出（

忠
成
）羽

守
方

を
脇
坂
直
ニ
咄
合
候
處
、
此
節
ハ
引
受
宜
敷
も
や
う
ニ
而
候
間
、　
御（

茂
姫
）前

申

上
御
願
立
有
之
度
、
私
・
豊（

島
津
斉
興
）

後
よ
り
も
願
出
候
様
ニ
と
出
羽
守
も
申
候
と
の

事
を
承
り
申
候
、
然
共
高
輪
よ
り
御
断
申
上
置
候
事
ニ
候
へ
者
、　
御
前
へ

申
上
、　

御
沙
汰
を
奉
待
候
と
申
置
候
へ
ハ
、
折
角
早
く
と
申
事
ニ
而
、
去
ル

十
八
日
、
源
五
郎
母（

森
山
り
さ
）

召
呼
候
て
能
々
申
聞
、
か（

森
山
り
さ
妹
・
茂
姫
付
中
﨟
）

ゑ
へ
能
々
申
呉
れ
候
て
入　

御

聴
候
様
ニ
申
候
處
、
色
々
訳
合
有
之
、
急
ニ
ハ
申
上
候
事
も
な
り
か
た
く
申

述
候
、
其
後
相
待
候
へ
共
、
何
と
も
不
申
来
候
處
、
脇
坂
よ
り
催
促
申
来
候
間
、

申
上
候
事
ハ
早
束
申
上
候
へ
と
も
、
彼
是
御
訳
合
も
有
之
、
又
高
輪
よ
り
御
断

申
上
候
事
も
有
之
候
へ
ハ
、
急
ニ
ハ　

御
承
知
も
不
被
遊
候
事
ニ
も
候
半
間
、

能
々
申
取
不
申
候
て
ハ
相
成
か
ね
候
と
申
遣
候
處
、
左
候
ハ
ヽ
、
高
輪
へ
申
上
、

脇
坂
よ
り
申
ほ
と
き
候
ハ
ヽ
如
何
と
申
候
間
、
夫
者
宜
敷
候
半
、
先
私
よ
り
申

出
候
筋
ニ
而
ハ
あ
し
く
候
間
、
脇
坂
存
付
之
處
ニ
而
申
出
呉
候
様
ニ
申
遣
候

處
、
廿
六
日
、
脇
坂
事
退　

城
ヨ
リ
高
輪
へ
参
り
候
て
、
脇
坂
之
存
付
を

（
と
カ
）申

、

御
断
申
上
候
ハ
其
身
之
事
ニ
而
、
家
是
そ
と
申
事
を
残
し
候
様
ニ
と
段
々
申

候
處
、
栄
翁
事
致
落
涙
、
御
信
切
に
被
仰
聞
候
處
、
忝
御
尤
之
事
ニ
而
候
へ
ハ
、

弥
左
様
ニ
可
致
と
申
御
口
ふ
り
出
候
間
、
扨
実
ハ
私
よ
り
申
出
候
と
の
事
を

申
候
へ
ハ
、
能
々
引
受
歓
候
と
の
事
、
是
ハ
自
分
よ
り
願
か
ね
候
へ
ハ
、
自
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３　

同（
文
政
十
三
年
）

五
月
八
日
之
御
請
十
六
日
申
上
候
下
書

乍
恐
御
直
ニ
御
請
奉
申
上
候
、
追
日
薄
暑
相
成
候
處
、
ま
つ

く　
御
機
嫌

よ
く
御
め
て
た
く
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
扨
ハ
御
庭
之
花
あ
や
一

（
め
脱
カ
）生

被
成
下
、
美

事
之
事
ニ
御
座
候
、
日
々
相
詠
、
只
今
も
い
ま
た
宜
敷
御
座
候
、
御
礼
申
上

奉
り
候
、
し
か
れ
者
私
共
願
書
さ
し
出
候
儀
ハ
、
周（

松
平
康
任
）

防
守
方
江
私
持
参
致
差

出
、
そ
れ
を
出（

水
野
忠
成
）

羽
守
方
江
さ
し
出
呉
れ
候
ハ
ヽ
宜
敷
段
、
内
々
出
羽
守
よ
り

脇（
安
董
）坂

を
以
傳
言
ニ
御
座
候
ま
ゝ
、
十
三
日
私
願
書
を
周
防
守
へ
持
参
致
候
は

づ
の
所
、
私
義
此
節
時
候
ニ
相
さ
ゝ
は
り
、
い
か
ゞ
致
候
半
と
致
候
所
、
周

防
守
事
も
風
邪
に
て
、
私
参
り
候
事
断
申
参
り
、
文
通
に
て
願
書
さ
し
遣
候
て

も
宜
敷
と
周
防
守
よ
り
去
ル
十
二
日
申
参
候
ニ
付
、
や
は
り
十
三
日
周
防
守

ま
て
願
書
手
紙
に
て
差
出
申
候
、
左
候
ハ
ヽ
私
持
参
い
た
し
候
筋
に
取
計
呉
候

と
の
事
ニ
御
座
候
、
同
日
土
岐
豊（

朝
旨
）前

守
へ
も
願
書
さ
し
出
申
候
、
是
者
脇
坂

ま
て
七（

伊
木
）郎

右
衛
門
を
以
頼
こ
し
、
直
ニ
其
日
豊
前
守
江
脇
坂
文
通
に
て
願
書

差
出
呉
申
候
、
尤
同
日
出
羽
守
へ
お
く
り
物
左
之
通
り
、
青
籠
肴
一
・
樽
一

荷
・
杉
折
一
・
菓
子
・
に
し
め
、
右
之
通
り
相
お
く
り
申
候
、
口
上
者
時
候
尋

と
申
筋
ニ
御
座
候
、
土
岐
豊
前
守
江
者
十
四
日
左
之
通
り
お
く
り
申
候
、
青

籠
肴
一
・
杉
折
一
・
菓
子
・
に
し
め
、
右
之
通
り
時
候
尋
と
申
候
筋
に
て
七
郎

右
衛
門
使
者
に
て
相
贈
申
候
、
出
羽
守
・
豊
前
守
も
し
こ
く
宜
敷
き
引
請
に

て
、
先
ハ
都
合
宜
敷
御
座
候
、
扨
ま
た
十
四
日
夕
方
脇
坂
よ
り
七
郎
右
衛
門
参

候
や
う
申
来
候
ニ
付
、
直
に
差
出
候
處
、
昨
昼
殿
中
に
て
豊
前
守
江
脇
坂
面

會
致
候
節
、
豊
前
守
申
候
者
、
栄（

島
津
重
豪
）

翁
事
ま
れ
な
る
長
壽
、
こ
と
に
御
内
縁
と

申
、
外
に
類
も
な
き
事
、
殊
に
私
共
孝
道
の
一
筋
を
以
願
出
候
わ
け
し
こ
く
尤

な
る
事
ニ
候
間
、
折
角
あ
つ
く
世
話
致
呉
候
心
得
ニ
御
座
候
、
し
か
し
な
か

ら　

新（
茂
姫
）御

殿
様
御
内
　々

上
様
江
御
直
ニ
御
願
被
遊
候
う
へ
な
ら
て
ハ
、
と

て
も　

上
様
へ
伺
候
事
も
成
か
た
く
、
又
大
奥
向
へ
ハ
猶
以
咄
も
出
来
不
申
候

事
ゆ
へ
、
も
し

く　
上
様
江　

新
御
殿
様
よ
り
御
願
遊
し
候
と
の
御
事
白

金
へ
御
内
々
相
し
れ
候
ハ
ヽ
、
そ
と
其
も
と
脇
坂
事
ま
て
白
金
よ
り
御
し
ら
せ

御
座
候
や
う
い
た
し
度
、
左
候
ハ
ヽ
、
一
寸
手
前
迄
豊
前
守
事
御
内
通
給
り
度

御
座
候
、　
上
様
ニ
も
近
年
者
御
政
事
向
彼
是
と
御
念
入
ら
せ
ら
れ
候
御
事

故
、
た
と
へ　

新
御
殿
様
よ
り
御
願
あ
ら
せ
ら
れ
候
て
も
、
御
ふ
く
ミ
置
被
遊

候
と
計　

上
意
ニ
て
、
高
輪
事
ハ
御
身
近
き
御
事
ゆ
へ
、
御
三
家
方
其
外
老

中
な
と
へ
御
遠
慮
被
遊
、
い
つ
ま
て
も
豊
前
守
な
と
へ　

上
意
無
之
御
事
も
は

か
り
か
た
く
候
間
、　
新
御
殿
様
よ
り
御
内
　々

上
様
江
仰
上
ら
れ
候
と
の

御
事
一
寸
御
内
通
被
下
度
、
左
候
ハ
ヽ
、
御
模
様
を
せ
つ
か
く
心
か
け
、
少
々

に
て
も
御
口
出
し
あ
ら
せ
ら
れ
候
ハ
ヽ
、
い
か
や
う
に
も
御
取
な
し
を
可
致
候
、

又
其
上
ハ　

上
意
無
之
と
も
伺
候
事
も
出
来
申
候
間
、
何
分
ニ
も　
新
御
殿

様
よ
り
仰
上
ら
れ
御
事
を
そ
て（

と
カ
）御

内
通
被
下
度
と
の
事
、
十
四
日
、
右
之
通
り

脇
坂
よ
り
七
郎
右
衛
門
江
申
含
候
間
、　
御（

茂
姫
）前

様
よ
り
御
内
々
御
伺
相
す
み
候

ハ
ヽ
、
何
と
そ

く
一
寸
御
し
ら
せ
い
た
ゝ
き
度
願
奉
り
候
、
出
羽
守
・
豊
前

守
江
さ
し
出
候
願
書
に
も　

新
御
殿
様
江
内
々
相
願
奉
り
候
と
の
文
言
も
相

認
置
候
義
故
、
い
つ
れ
に
も
表
向
佐（

茂
姫
付
奥
女
中
）

川
方
江
願
書
差
出
し
不
申
候
て
ハ
あ
し

く
御
座
候
ま
ゝ
、　
上
様
江
御
願
仰
上
ら
れ
候
う
へ
に
て
、
も
は
や
佐
川
方

江
願
書
さ
し
出
候
て
も
宜
敷
と
の
御
模
様
も
あ
ら
せ
ら
る
べ
く
候
間
、
其
御

模
様
を
一
寸
仰
被
下
候
や
う
願
奉
り
候
、
左
候
ハ
ヽ
、
表
向
佐
川
迄
願
書
さ
し

出
候
様
可
仕
候
、
佐
河
ま
て
差
出
候
願
書
ハ
、
高
輪
よ
り
佐
川
ま
て
何
分
宜
敷

と
申
候
事
を
頼
ミ
こ
し
候
上
に
て
願
書
さ
し
出
候
方
御
都
合
御
よ
ろ
し
く
御
座
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候
ハ
ヽ
、
其
通
り
取
計
可
仕
候
、
此
義
ハ
何
も　

思
召
通
り
ニ
か
し
こ
ま
り

奉
り
候
ま
ゝ
、
何
分
仰
い
た
ゝ
き
度
願
奉
り
候
、
私
事
此
節
少
々
時
候
に
差
障

り
候
へ
と
も
、
當
分
の
義
ニ
御
座
候
、
恐
な
か
ら
御
あ
ん
し
被
遊
さ
る
や
う

願
奉
り
候
、
ま
つ

く
あ
ら
ま
し
申
上
奉
候
、
め
て
度
か
し
く
、

４　

同（
文
政
十
三
年
）

六
月
七
日
御
封
物
来
ル
同
十
一
日
御
請
下
書

御
封
物
戴
難
有
拝
見
仕
候
、
土
用
中
不
順
之
事
ニ
候
へ
共
、
ま
つ

く　
御

機
嫌
克
御
め
て
度
存
奉
り
候
、

　

一
そ
せ
う
白
御
端
も
の
三
反
い
た
ゝ
き
、
難
有
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
御
礼
厚
申
上

奉
候
、

　

一
暑
中
御
き
嫌
伺
ふ
ミ
の
儀
仰
戴
、
拝
承
仕
候
、
是
ハ
三
四
ヶ
年
以
前
よ
り
暑
寒

と
も
奉
文
計
ニ
而
御
き
け
ん
伺
奉
候
事
ニ
御
座
候
、

　

一
私
事
去
ル
四
日
此
節
の
事
ニ
付
周（

松
平
康
任
）

防
守
方
へ
礼
と
し
て
罷
越
申
候
、
其
夜
半

よ
り
ぬ
け
は
の
い
た
ミ
つ
よ
く
罷
成
り
、
月
半
迄
ハ
難
き
仕
候
へ
共
、
段
々
心

よ
く
、
今
ハ
よ
程
宜
敷
候
得
共
、
御
請
の
義
委
し
く
申
上
か
ね
申
候
事
ニ
御

さ
候
、

　

一
此
節
の
儀
い
ま
た
御
都
合
も
御
座
な
き
と
の
御
事
、
拝
承
仕
候
、
出（

水
野
忠
成
）

羽
守
・

豊（
土
岐
朝
旨
）

前
守
両
人
共
至
極
ひ
き
う
け
宜
敷
御
座
候
間
、
御
都
合
次
第
被
仰
上
候
や
う

ニ
存
奉
上
候
、

　

一
其
後
ハ
御
つ
わ
き
被
遊
候
よ
し
、
有
難
、
両
三
日
又

く
少
々
御
不
例
の
由
、

折
角
御
養
し
ん
被
遊
候
様
存
上
奉
り
候
、
御
祈
禱
の
儀
ハ
早
そ
く
申
可
遣
候
、

　

一
あ
ざ
い
の
儀
周
防
守
よ
り
承
り
、
猶
脇（

安
董
）坂

よ
り
も
う
け
給
り
申
候
、
段

く

は
く
じ
や
う
も
致
候
う
ち
、
町
印
等
ノ
名
前
も
有
之
候
よ
し
、
右
ニ
付
何
そ

町
印
へ
相
か
ゝ
り
候
義
も
有
之
可
や
、
も
し
左
様
の
事
有
之
候
に
も
、
し
ら
ぬ

顔
に
て
御
か
ま
い
な
き
や
う
、
か
な
ら
す

く
御
れ
ん
ミ
ん
無
之
様
ニ
相
願

申
候
、
是
迄
私
へ
御
内
々
仰
付
ら
れ
候
事
共
、
御
れ
ん
ミ
ん
に
て
ハ
せ
ん
も
な

き
事
ニ
相
成
、
せ
つ
か
く
と
先
年
よ
り
相
は
た
ら
き
候
て
是
ま
て
仕
候
事
も

む
へ
き
に
相
成
、
残
念
至
極
存
奉
候
、
恐
な
か
ら
此
節
ハ
御
れ
ん
み
ん
御
座
無

や
う
願
上
候
、
も
し

く
御
れ
ん
ミ
ん
も
御
座
候
て
、
此
ご
町
印
の
事
を
ま
た

く
仰
戴
候
と
も
、
何
も
御
断
申
上
候
心
得
ニ
御
さ
候
、
呉
に

く
町
印
へ

御
れ
ん
ミ
ん
無
や
う
ニ
願
奉
り
候
、
猶
段

く
相
わ
か
り
候
ハ
ヽ
御
内
々
申

可
上
候
、
此
旨
御
側
迄
申
上
奉
り
候
、
め
て
度
か
し
く
、

５　

同（
文
政
十
三
年
六
月
）

十
二
日
御
封
物
被
下
、
内
意
書
月
付
之
處
五
月
与
有
之
、
六
月
と
認
メ
直

し
候
様
ニ
被
仰
下
、
外
短
き
内
意
書
を
佐（

茂
姫
付
奥
女
中
）

川
方
へ
差
出
候
様
、
書
直
ハ
明
日

御
請
と
一
所
ニ
入
差
上
候
様
ニ
と
被
仰
付
候
ニ
付
、
御
請
下
書
相
認
メ
申
候
、

御
封
物
戴
拝
見
、
則
御
請
申
上
奉
り
候
、
両
三
日
ハ
時
候
も
先
よ
ろ
し
く
候
へ

と
も
、
ま
つ

く　
御
機
嫌
よ
く
御
め
て
た
く
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
左
様
候
へ

ハ
、
昨
日
御
内
意
書
を
佐
川
方
迄
差
出
候
處
、
月
付
五
月
と
有
之
候
儀
気
不
相

付
、
誠
ニ
恐
入
奉
り
候
事
ニ
御
座
候
、
御
断
申
上
奉
り
候
、
色

く
申
上
候

も
恐
入
候
へ
共
、
五
月
中
ニ
認
メ
置
候
て
、
辰
之
口
等
江
も
五
月
差
出
候
事

ニ
候
へ
ハ
、
其
處
ニ
気
不
相
付
、
誠
恐
入
候
事
ニ
而
御
座
候
、
い
ま
た
御
差

出
ニ
も
不
相
成
候
内
ニ
而
、
あ
り
か
た
く
、
何
分
ニ
も
宜
敷
奉
願
候
、
則
昨

日
之
御
内
意
書
も
認
直
し
、
外
ミ
し
か
き
御
内
意
書　

上
へ
差
出
候
と
申
筋
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に
て
佐
川
迄
差
出
申
候
間
、
何
分
ニ
も
此
上
之
處
偏
に

く
宜
し
く
奉
願
候
、

書
直
候
ハ
御
請
と
一
所
ニ
入
付
差
上
候
間
、
御
引
か
へ
御
序
御
下
ケ
被
下
候

様
ニ
奉
願
候
、
誠
以
恐
入
候
次
第
、
い
く
へ
ニ
も
御
断
申
上
候
、
猶
餘
事
ハ

外
ニ
可
申
上
候
、
此
旨
御
請
御
側
迄
申
上
奉
り
候
、
め
て
度
か
し
く
、

６　

同（
文
政
十
三
年
）

六
月
十
七
日
御
封
物
被
下
御
請
十
八
日
申
上
候
下
書

御
封
物
被
成
下
拝
見
仕
候
、
不
順
之
時
季
候
へ
共
、
ま
つ

く　
御
機
嫌
よ
く

御
め
て
た
く
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
御
花
臺
戴
難
有
そ
ん
し
上
候
、
御
礼
申
上
候
、

　

一
此
節
願
書
花（

茂
姫
付
奥
女
中
）

町
引
受
宜
敷
、
又
瀬（

家
斉
付
奥
女
中
）

川
も
宜
敷
と
の
事
、
先

く
何
方
も
都
合
あ

り
か
た
き
事
ニ
而
候
、
十
七
日
比
ニ
ハ
土
岐
方
へ
申
候
と
の
事
、
拝
承
仕
候

事
ニ
御
座
候
、

　

一
京
都
へ
之
事
、
先
年
此
方
よ
り
も
近
衛
様
迄
相
願
候
て
、
其
節
関
白
様
も
御

引
受
宜
し
く
御
座
候
、
此
度
之
事
い
か
ゝ
と
存
、
留
主
居
勤
之
用
人
を
以
極
々

内
々
御
祐
筆
頭
方
聞
合
候
處
、
又
々
京
都
へ
申
遣
候
ニ
ハ
不
及
、
関
東
よ
り

被
仰
遣
候
へ
ハ
自
つ
か
ら
夫
ニ
相
な
り
候
と
の
事
申
候
間
、
私
方
よ
り
ハ
京

都
へ
ハ
何
と
も
不
申
遣
候
へ
共
、　
御（

茂
姫
）前

よ
り　

内（
近
衛
忠
煕
）

府
様
へ
御
直
ニ
被
仰
遣
候

事
ハ
随
分

く
宜
し
く
御
座
候
半
と
乍
恐
そ
ん
し
上
候
、
左
様
ニ
被　

思
召

上
候
様
ニ
と
そ
ん
し
上
候
、

　

一
高
輪
へ
御
都
合
宜
敷
と
の
事
被
仰
遣
候
哉
、
い
ま
た
不
被
仰
遣
候
間
、
私
之
心

得
を
申
上
候
様
仰
戴
、
拝
承
仕
候
、
先
日
十
三
日
佐（

茂
姫
付
奥
女
中
）

川
返
事
之
趣
高
輪
申
遣
置

候
間
、
夫
ニ
而
可
宜
、
あ
ま
り
都
合
宜
し
き
と
承
り
申
候
て
ハ
気
せ
わ
し
く

相
成
候
て
、
出
来
候
様
ニ
若
々
そ
ん
し
候
て
ハ
不
宜
、
被
仰
遣
候
ニ
も
一
通

り
仰
遣
ハ
さ
れ
、
気
せ
わ
ニ
相
成
不
申
様
ニ
被
遊
候
方
か
と
存
申
候
、
先
ハ

不
被
仰
遣
候
方
か
と
そ
ん
し
申
候
、
今
少
し
い
た
し
相
分
り
候
時
か
可
宜
哉
と

乍
恐
そ
ん
し
上
候
、

　

一
土
砂
之
事
仰
戴
き
、
先
私
持
合
候
を
差
上
申
候
、
又
々
申
遣
候
て
差
上
候
様

ニ
可
仕
候
、

　

一
今
日
御
用
分
計
御
請
申
上
候
、
猶
浅
井
等
も
少

く
ニ
而
承
候
ハ
ヽ
又
々
可

申
上
候
、

　

一
私
事
も
は
や
順
快
仕
候
へ
共
、
少
し
計
残
り
候
様
ニ
覚
申
候
、
仕
廻
ハ
仕
罷

在
候
事
ニ
御
座
候
、

　

一
佐
川
事
此
度
ハ
能
わ
か
り
候
て
わ（

マ
マ
）せ
い
た
し
候
と
の
事
、
拝
承
仕
候
、

　

一
此
後
少
し
ニ
而
も
御
も
や
う
も
有
之
候
ハ
ヽ
、
仰
戴
度
願
上
奉
り
候
、
此
旨

御
側
迄
申
上
奉
り
候
、
め
て
度
か
し
く
、

７　

同（
文
政
十
三
年
）

六
月
廿
五
日
御
封
物
被
下
御
請
七
月
二
日
申
上
候
下
書

御
請
乍
恐
申
上
奉
り
候
、
秋
暑
つ
よ
く
御
座
候
處
、
ま
つ

く　
御
機
嫌
よ
く

御
め
て
た
く
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
扨
又
浅
井
事
ニ
付
ハ
不
存
寄
御
品
拝
領
被

仰
付
、
誠
以
難
有
仕
合
そ
ん
し
上
奉
候
、
其
内
見
合
脇（

安
董
）坂

江
為
戴
候
様
、
拝

承
仕
候
、
宜
敷
取
計
可
申
候
、
ま
た
七（

伊
木
）郎

右
衛
門
ニ
も
御
硯
箱
を
私
よ
り
為

戴
候
と
て
被
成
下
、
誠
ニ
以
私
ニ
お
ひ
て
身
ニ
餘
冥
加
至
極
、
あ
り
か
た
き

仕
合
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
何
と
申
上
様
も
無
御
座
、
只
夢
か
と
そ
ん
し
上
奉
り

候
、
七
郎
右
衛
門
へ
早
束
為
戴
候
處
、
只
々
恐
入
、
何
も
申
上
様
無
御
座
候
次

第
ニ
而
、
あ
り
か
た
か
り
申
候
事
ニ
而
御
座
候
、
段
　々

思
召
之
程
あ
り
か
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た
き
仕
合
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
御
礼
厚
ふ

く
申
上
奉
り
度
、
御
側
迄
申
上
候
、

一
此
節
之
事
ニ
付
、
廿
二
日
瀬（

家
斉
付
奥
女
中
）

川
罷
出
申
上
候
御
ふ
り
合
之
事
共
被
仰
下
、
至

極
都
合
宜
敷
、
花（

茂
姫
付
奥
女
中
）

町
事
も
宜
し
く
、
飛（

家
斉
付
上
﨟
御
年
寄
）

鳥
井
事
も
よ
く
心
得
候
と
の
事
、
先
以

あ
り
か
た
き
仕
合
存
上
奉
り
候
、
其
外
御
委
し
く
仰
戴
難
有
そ
ん
し
上
奉
り
候
、

ま
た
願
書
も
認
ふ
り
よ
く
候
と
の
事
、
誠
ニ
御
差
圖
ニ
而
難
有
認
メ
ふ
り
も

宜
敷
相
成
、
あ
り
か
た
き
仕
合
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
長
き
か
た
も
願
書
受
取
申

候
由
、
追
々
土
岐
豊（

朝
旨
）前

へ
も
相
談
之
事
と
そ
ん
し
上
候
、

一
浅
井
事
ニ
付
ハ
、
此
節
者　

思
召
之
通
り
遠
嶋
ニ
相
成
、
誠
ニ
以　

御
安
心

被
遊
候
と
の
御
事
、
先
以
私
ニ
お
ひ
て
も
あ
り
か
た
き
事
無
此
上
事
ニ
而
御

座
候
、
大
奥
向
取
さ
た
も
無
之
と
の
事
、
ま
た
ケ
様
之
し
ん
じ
ん
な
と
大
奥

向
ニ
無
之
様
ニ
と
の
御
さ
た
も
有
之
候
へ
ハ
よ
ろ
し
く
と　

思
召
上
ら
れ
候

と
の
事
故
、
い
ま
た
致
か
た
も
御
座
候
半
と
そ
ん
し
上
候
、
脇
坂
事
大
手
か
ら

と
の
事
、
極
御
内
々
一
寸
為
伺
置
候
様
ニ
可
仕
候
、
脇
坂
へ
御
品
為
戴
候
上
、

何
分
御
首
尾
可
申
上
候
、

一
此
か
す
て
い
ら
ト
ぬ
か
こ
、
折
ふ
し
申
付
候
間
、
奉
入　

御
覧
候
、
ぬ
か
こ
ハ

手
作
に
て
初
物
ニ
而
御
座
候
、
ま
た
か
す
て
い
ら
ハ
毎
私
よ
り
差
上
候
通
り

ニ
申
付
候
と
て
、
実
ハ
誠
ニ
恐
入
候
へ
共
、
私
迄
七
郎
右
衛
門
よ
り
貰
申
候
間
、

恐
入
候
へ
と
も
、
あ
り
か
た
か
り
申
候
印
迄
ニ
私
よ
り
差
上
申
候
、
御
上
ニ

相
成
候
て
宜
敷
御
座
候
、
極
御
内
々
申
上
奉
り
候
、

　

別
紙
ニ
申
上
、　

一
松（

池
田
斉
稷
）

平
因
幡
守
事
実

く
ハ
三
月
比
ニ
遠
行
仕
、
跡
之
事
共
有
之
延
引
、
悴
も

国
元
よ
り
着
仕
候
、
先
年
よ
り
承
り
候
へ
者
、
悴
へ
御
住
居
を
相
願
候
様
ニ

も
承
り
申
候
、
只
今
御
相
應
之　

姫
君
様
被
為　

在
候
哉
、
悴
十
二
三
才
、
其

よ
り
上
ニ
而
ハ
無
之
、
其
下
ニ
て
も
候
哉
と
そ
ん
し
申
候
、
私
方
娘
豊（

島
津
斉
興
）

後
守

養
女
幸
事
十
才
ニ
而
御
座
候
、
御
差
支
等
も
無
之
事
ニ
候
ハ
ヽ
、
先
方
へ
申

か
け
申
度
御
座
候
、
其
所
何
分
相
伺
申
上
度
、
不
日
仰
戴
度
奉
願
候
、
因
州
方

へ
遣
候
へ
ハ
無
此
上
私
ニ
ハ
あ
り
か
た
き
事
ニ
御
座
候
、

一
孝
事
も
當
分
ハ
引
入
候
と
の
事
、
何
か
け
か
い
た
し
候
と
の
事
ニ
而
、
泡
盛

貰
ニ
参
り
申
候
、
も
は
や
宜
し
く
、
両
三
日
中
ニ
ハ
出
勤
と
申
事
承
り
申
候
、

脇
坂
へ
被
下
物
之
事
ニ
付
、
孝
へ
少
々
存
付
申
遣
候
事
有
之
候
、
御
聞
被
遊

候
事
と
そ
ん
し
上
候
、

一
廿
八
日
暮
時
、
脇
坂
よ
り
手
紙
遣
、
此
節
之
事　

上
様
よ
り
老
中
へ　

御
沙
汰

有
之
候
と
の
事
、
極
内
々
申
遣
候
、
夫
ニ
付
辰
之
口
・
土
岐
へ
贈
物
等
之
事

申
来
り
候
、
一
寸
此
段
申
上
候
、
高
輪
ヘ
ハ
弥
と
申
程
ニ
相
成
候
て
可
申
聞

と
存
申
候
間
、
弥
と
申
事
ニ
候
ハ
ヽ
被
仰
遣
候
て
宜
し
く
御
座
候
、
其
前
ハ

先

く
御
見
合
願
上
候
、

　

別
段
ニ
申
上
、

一
廿
八
日
、
三（

鑁
随
、密
厳
院
住
僧
）

河
嶋
参
り
申
候
、
逢
加
持
も
受
申
候
、
其
節
花
丁
事
此
比
ハ
よ
く

致
上
候
事
共
少
々
相
咄
候
處
、
折
角
と
私
祈
申
上
候
間
左
様
ニ
可
有
之
と
申

候
間
、
其
侭
ニ
而
相
済
候
哉
と
相
尋
候
處
、
此
ま
ゝ
に
ハ
相
済
不
申
、
段
々

悪
し
き
事
相
知
、
自
つ
か
ら
自
分
よ
り
引
入
候
様
ニ
追
々
ハ
可
相
成
と
申
事

相
咄
申
候
間
、
一
寸
此
旨
申
上
候
、
三
河
嶋
ニ
ハ
少
々
ハ
申
候
て
宜
敷
御
座

候
間
申
聞
候
、
御
安
心
被
遊
候
様
ニ
と
そ
ん
し
上
奉
り
候
、

　
　８　

同（
文
政
十
三
年
）

七
月
廿
九
日
御
直
申
上
之
下
書

乍
恐
御
直
申
上
奉
り
候
、
秋
暑
も
朝
夕
ハ
冷
気
相
成
、
凌
安
き
事
に
御
座
候
、
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ま
つ

く　
御
機
嫌
よ
く
被
為　

成
、
御
め
て
た
く
そ
ん
し
上
奉
り
候
、

一
高
輪
昇
進
一
件
も
色
々
之
御
事
共
ニ
而
御
延
ひ
ニ
相
成
候
ニ
付
、
猶
又
御
祐

筆
方
を
聞
合
申
候
處
、
い
ま
た
し
ら
へ
も
付
か
ね
申
候
、
栄

（
島
津
重
豪
）

翁
剃
髪
ゆ
へ
少
々

官
位
之
事
出
来
か
ね
候
由
、
神
田
橋
之
一
位
之
時
者
御
剃
髪
前
御
願
之
筋
ニ

相
成
、
夫
ニ
而
相
済
申
候
よ
し
、
ま
た
儀（

一
橋
治
済
）

同
之
義
ハ
是
ハ
例
外
格
別
之
事
と

申
候
由
、
左
様
候
へ
者
、
先
ハ
出
来
か
ね
候
し
ら
へ
に
て
候
、
い
ま
た
老
中
方

へ
し
ら
へ
ハ
差
出
し
無
之
由
、
此
節
出
来
不
申
候
て
ハ
、
此
已
後
ハ
猶
以
出
来

不
申
候
間
、
何
と
そ

く
厚
き　

思
召
を
以
被
仰
付
被
下
候
様
ニ
猶
又
偏
に

く
奉
願
候
、
御
序
ニ
猶
又　

御
直
ニ
ひ
た
す
ら
に
御
願
被
成
下
度
奉
願
候
、

是
ハ
む
か
し
之
事
ニ
而
、
只
今
ハ
例
ニ
も
相
成
か
ね
候
半
か
、
秀
吉
薩
州
入

之
時
に
先
祖
義
久
降
参
申
上
候
時
剃
髪
、
名
を
龍
伯
と
相
改
メ
、
秀
吉
本
陳
へ

参
上
候
處
、
其
節
ニ
候
哉
、
ま
た
其
後
ニ
候
哉
、
三
位
ニ
相
成
、
三
位
龍
伯

と
相
唱
候
事
御
座
候
、
左
候
へ
者
、
剃
髪
ニ
而
も
む
か
し
ハ
宜
敷
物
か
と
存

申
候
、
此
節
之
御
事
も　

御（
茂
姫
）前

之　

御
續
合
も
有
之
候
へ
ハ
、
是
誠
ニ
例
外

之
事
ニ
而
御
座
候
へ
ハ
、
格
別
之　

思
召
を
以
被
仰
付
候
て
も
前
後
之
御
差

支
ニ
も
不
相
成
事
か
と
、
乍
恐
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
ま
た
細
川
幽
齋
事
も
三

位
之
由
ニ
も
承
り
申
候
へ
者
、
旁
格
別
之　

思
召
ニ
而
候
ハ
ヽ
可
宜
候
哉
と

そ
ん
し
上
候
、
何
分
ニ
も
何
と
そ

く
成
就
仕
候
様
に
今
一
應
御
願
被
下
候

様
ニ
と
奉
願
候
、
栄
翁
よ
り
も
私
心
付
ニ
而
相
願
呉
れ
候
様
ニ
と
申
事
ニ
而

御
座
候
間
、
此
旨
御
側
迄
奉
願
候
、
め
て
た
く
か
し
く
、

　
９　

同（
文
政
十
三
年
）

八
月
十
一
日
御
直
申
上
候
下
書

乍
恐
御
直
申
上
奉
り
候
、
餘
程
冷
気
相
成
候
處
、
ま
つ

く　
御
機
嫌
よ
く
御

め
て
た
く
そ
ん
し
上
奉
り
候
、

　

一
一
昨
九
日
松（

松
平
康
任
）

周
防
守
方
手
紙
ニ
而
極
内
々
申
遣
候
ハ
、
心
願
之
義
し
ら
へ
甚

む
つ
か
し
く
御
座
候
よ
し
、
い
ま
た　

上
様
へ
ハ
御
覧
ニ
ハ
不
入
候
由
、
右

之
通
り
候
へ
ハ
、　
御（

茂
姫
）前

へ
再
願
書
差
出
候
様
ニ
有
之
候
ハ
ヽ
可
宜
と
心
添
申

遣
候
間
、
今
日
佐（

茂
姫
付
奥
女
中
）

川
方
迄
再
願
書
差
出
申
候
、
右
之
通
り
ニ
候
へ
者
、
此
上

之
處　

思
召
ニ
而
被
仰
付
候
よ
り
外
無
御
座
候
間
、
何
と
そ

く　
御
前
よ

り
ひ
た
す
ら
ニ
御
願
被
成
下
候
様
ニ
奉
願
候
、
左
様
ニ
有
之
候
ヘ
ハ
、
又
表

ニ
而
も
致
安
き
と
の
事
之
由
ニ
相
さ
つ
し
申
候
間
、
何
卒

く
御
願
被
成
下

度
奉
願
候
、
其
再
願
書
表
へ
被
差
出
候
様
ニ
仕
度
奉
願
候
、
右
之
趣
意
極
御

内
々
申
上
候
、
是
ハ
高
輪
ヘ
ハ
御
沙
汰
な
し
ニ
被
遊
候
様
ニ
と
そ
ん
し
上
候
、

　

一
不
相
替
例
年
之
通
り
庭
前
之
虫
進
上
仕
候
、
其
外
へ
相
贈
り
申
候
事
ニ
御
座

候
、
先
日
ハ
高
輪
へ
参
り
候
節
、
草
ひ
は
り
と
申
虫
御
用
之
由
相
伺
、
私
方
へ

も
為
取
候
様
ニ
と
申
事
ニ
而
、
取
方
申
付
候
處
、
存
之
外
沢
山
ニ
取
申
候
て

高
輪
へ
相
廻
し
申
候
、
定
而
栄（

島
津
重
豪
）

翁
よ
り
差
上
候
事
と
そ
ん
し
上
候
、
来
年
も

若
々
御
用
ニ
御
座
候
ハ
ヽ
、
白
金
ニ
ハ
沢
山
居
り
申
候
と
の
事
承
り
申
候
間
、

差
上
候
様
ニ
可
仕
候
、
此
旨
御
側
迄
申
上
奉
り
候
、
め
て
度
か
し
く
、

10　

同（
文
政
十
三
年
）

八
月
十
四
日
御
封
物
之
御
請
十
七
日
ニ
差
上
下
書

御
封
物
拝
見
仕
候
、
秋
冷
日
々
相
催
し
申
候
處
、
ま
つ

く　
御
機
嫌
よ
く
御

め
て
た
く
そ
ん
し
上
奉
り
候
、

　

一
心
願
再
願
書
佐（

茂
姫
付
奥
女
中
）

川
へ
今
一
通
り
差
出
候
様
、
別
に
白
木
文
箱
ニ
入
付
再
願
書
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と
計
ニ
而
差
出
候
様
ニ
と
の
事
、
拝
承
仕
候
、
則
差
出
申
候
間
、
宜
敷
奉
願
候
、

　

一
浅
井
之
事
ニ
付
候
事
ハ
、
い
ま
た
脇（

安
董
）坂

へ
直
談
之
咄
も
都
合
無
之
、
致
か
ね

候
間
、
其
上
ニ
而
何
分
可
申
上
候
、
少
し
も
御
け
ん
の
ん
之
事
ハ
無
之
候
、

　

一
脇
坂
へ
被
下
物
之
事
ニ
付
も
御
け
ん
の
ん
無
之
候
間
、
左
様
ニ
被　

思
召
上

度
候
、
先
日
申
上
候
通
り
ニ
而
御
座
候
、
餘
り
御
け
ん
の
ん
ニ
而
御
座
候
間
、

少
し
ハ
御
す
へ
被
遊
候
様
乍
恐
そ
ん
し
上
奉
り
候
、

　

一
御
包
物
之
内
戴
き
難
有
そ
ん
し
上
候
、
御
礼
申
上
奉
り
候
、
此
旨
御
側
迄
申
上

奉
り
候
、
め
て
度
か
し
く
、

11　

同（
文
政
十
三
年
）

九
月
八
日
氷
川
よ
り
御
渡
封
物
御
請
申
上
候
下
書

御
請
申
上
奉
り
候
、
冷
気
日
に
ま
し
候
へ
共
、
ま
つ

く　
御
機
嫌
よ
く
御
め

て
た
く
そ
ん
し
上
候
、

　

一
心
願
之
義
、
瀬（

家
斉
付
奥
女
中
）

川
迄
御
差
出
被
下
候
處
引
受
宜
し
く
、
土（

土
岐
朝
旨
）

印
も
能
く
受
申
候
由
、

難
有
そ
ん
し
上
候
、
ま
た
極
御
内
々
之
事
も
被
仰
下
、
承
知
仕
候
、
此
上
ハ
祈

念
よ
り
外
ハ
無
之
候
、
何
分
ニ
も
宜
敷
願
上
候
、

　

一
浅
井
之
事
ニ
付
御
け
ん
の
ん
ニ
而
被
仰
下
候
趣
、
承
知
仕
候
、
先
日
も
申
上

候
通
り
ニ
、
い
ま
た
乗
船
不
致
内
に
ろ
う
死
仕
候
旨
、
脇（

安
董
）坂

よ
り
直
ニ
咄
承

り
申
候
、
此
咄
者
、
八
月
廿
七
日
、
南
部
左（

信
真
）衛

門
尉
方
へ
私
・
脇
坂
・
毛
利

甲（
元
義
）斐

守
罷
越
候
節
、
脇
坂
咄
に
て
御
座
候
、
ろ
う
ニ
入
候
者
ろ
う
ニ
入
候
ハ
ヽ

十
日
計
も
い
た
し
候
へ
ハ
病
気
起
り
申
候
由
、
其
病
気
宜
敷
候
へ
者
其
後
は

病
気
も
不
致
候
と
の
事
、
先
ハ
十
人
ニ
八
九
人
ハ
初
之
病
気
ニ
而
死
し
候
由
、

是
も
其
節
咄
ニ
而
御
座
候
、
此
上
之
御
け
ん
の
ん
ハ
い
ら
ぬ
御
事
ニ
而
御
座

候
間
、
御
取
定
メ
可
被
遊
候
、
是
よ
り
外
ニ
申
上
分
無
之
候
、
此
旨
御
側
迄

申
上
奉
り
候
、
め
て
度
か
し
く
、

12　

同（
天
保
元
年（
十
二
月
十
日
改
元
））

十
二
月
廿
五
日
高
輪
御
昇
進
之
事
ニ
付
献
上
之
伺
御
直
ニ
申
上
候
下
書

乍
恐
御
直
申
上
奉
り
候
、
厳
寒
之
節
御
座
候
へ
共
、
ま
つ

く　
御
機
嫌
よ
く

御
め
て
た
く
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
左
様
御
座
候
へ
者
、
高
輪
昇
進
御
礼
献
上
物

之
事
仰
戴
度
、
佐（

茂
姫
付
奥
女
中
）

川
ま
て
相
伺
申
候
處
、
少
々
意
味
合
違
之
事
も
有
之
候
間
、

私
方
ニ
而
心
願
掛
り
之
用
人
共
申
談
、
此
度
ハ
な
ら
ぬ
處
か
出
来
候
間
、
當

分
倹
約
ニ
ハ
候
へ
共
、
少
し
ハ
立
派
ニ
致
度
申
談
候
間
、
右
之
通
為
認
、
又

書
取
を
も
相
添
差
上
申
候
、
佐
川
へ
向
候
て
も
宜
敷
候
へ
共
、
佐
川
當
分
引

入
ニ
而
候
へ
者
、
乍
恐
御
直
ニ
申
上
候
、
何
分
ニ
も
宜
敷
御
差
圖
之
處
相
願

申
候
、
ミ
ち
ニ
も
昨
日
此
趣
申
遣
置
候
、
扨
又
佐
川
不
快
等
之
節
ハ
、
外
ニ

誰
そ
へ
被
仰
付
候
人
ハ
無
之
事
ニ
而
候
哉
、
乍
恐　

思
召
之
處
相
伺
申
度
候
、

委
し
く
ハ
書
取
申
上
候
、
此
旨
御
側
迄
申
上
奉
り
候
、
め
て
度
か
し
く
、

13　

同（
天
保
元
年
）
十
二
月　

日

（
マ
マ
）

高
輪
御
昇
進
ニ
付
佐
川
方
迄
御
礼
申
上
候
節
、
別
段
御
直
ニ

　
　

御
礼
申
上
候
下
書

乍
恐
御
直
ニ
御
礼
申
上
奉
り
候
、
春
寒
つ
よ
く
御
座
候
へ
と
も
、
ま
つ

く

御
機
嫌
よ
く
御
め
て
た
く
存
上
奉
り
候
、
左
様
ニ
御
座
候
へ
ハ
、
豊（

島
津
斉
興
）

後
守
・

私
よ
り
奉
願
候
處
、
願
之
通
栄（

島
津
重
豪
）

翁
事
三
位
ニ
昇
進
被
仰
付
、
誠
ニ
以
身
ニ
餘
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り
冥
加
至
極
、
あ
り
か
た
き
仕
合
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
豊
後
守
へ
も
早
束
申
遣

候
ハ
ヽ
さ
そ
か
し
あ
り
か
た
か
り
可
申
、
猶
御
礼
之
義
ハ
承
之
上
可
申
上
候
、

誠
ニ

く
此
節
之
御
事
ハ
希
代
義
ニ
而
、
御
礼
之
處
何
と
申
上
候
て
も
難
申

尽
御
座
候
、
早
束
ニ
佐（

茂
姫
付
奥
女
中
）

川
方
迄
御
礼
文
直
書
ニ
而
差
上
申
候
事
ニ
御
座
候
、

猶
又
乍
恐
御
礼
之
義
ハ
呉
々
も
厚
ふ

く
被
仰
上
戴
き
度
奉
願
候
、
早
束
高

輪
へ
家
内
不
残
相
集
、
不
取
敢
に
き

く
敷
相
祝
申
候
事
ニ
御
座
候
、
栄
翁

事
も
誠
ニ
以
蒙　

御
仁
恵
候
義
冥
加
至
極
、
身
ニ
餘
り
あ
り
か
た
か
り
、
只

落
涙
仕
候
の
ミ
に
て
御
座
候
、
此
度
之
義
ハ
豊
後
守
・
私
共
年
来
の
心
願
ニ

而
、
ヶ
様
ニ
成
就
仕
候
義
者
心
肝
ニ
て
つ
し
実
に

く
難
有
仕
合
、
後
年
ニ

此
節
之
よ
り
高
官
被
仰
付
被
下
候
て
も
せ
ん
も
無
之
事
ニ
而
、
誠
ニ
以
身
ニ

餘
り
難
有
仕
合
、
孝
道
ニ
も
罷
成
候
て
、
難
有
仕
合
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
乍

恐　

御（
茂
姫
）前

ニ
も
御
孝
道
ニ
も
相
成
、
旁
以
無
此
上
萬
々
歳
御
め
て
た
く
難
有

仕
合
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
瀬（

家
斉
付
奥
女
中
）

川
・
花
町
も
段
々
世
話
之
由
、
乍
恐
何
分
ニ
も

宜
敷　

御
声
被
掛
被
下
度
奉
願
候
、
兵（

島
津
斉
彬
）

庫
頭
并
妻
よ
り
御
礼
之
義
厚
ふ
申
上
呉

れ
候
様
ニ
申
出
候
、
く
り
か
へ
し

く
御
礼
之
義
成
合
候
様
ニ
と
何
分
ニ
も

御
取
な
し
之
處
奉
願
候
、
此
旨
御
側
迄
申
上
奉
り
候
、
め
て
度
か
し
く
、

別
紙
申
上
候
、
此
節
之
義
ハ
誠
ニ
以
難
有
仕
合
そ
ん
し
上
奉
り
候
、
初
而
之

起
り
申
上
候
義
ハ
か
へ
姉
世
話
、
ヶ
様
ニ
罷
成
事
不
浅
忝
仕
合
ニ
存
申
候
、

か
ゑ
事
も
段
々
之
世
話
ニ
て
厚
ふ

く
忝
そ
ん
し
申
候
、
右
ニ
付
別
段
挨
拶

ハ
文
ニ
而
申
遣
候
へ
共
、
宜
敷
相
願
候
、
佐
川
事
も
是
又
世
話
ニ
相
成
候
へ
ハ
、

宜
敷
相
願
申
候
、
此
旨
御
側
迄
申
上
奉
り
候
、
め
て
度
か
し
く
、

（
さ
き
や
ま　

た
け
ふ
み　

本
館
学
芸
専
門
員
）




